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※高速道路上の交通事故は除く

ゴーナナ

区
件

死傷者（人）

死者 負傷者 計
分

人身
事故
件数

物損
事故
件数

12月
前年比

令和５年累計
前年比

8
4
69
－1

0
0
1
－1

10
6
85
4

10
6
86
3

89
－14
1075
26

※番組の内容は、毎週水曜日午後６時30分に入れ替え、１週間ごとに更新
※②は月～金曜日のみ
※都合により、番組内容を変更する場合があります。
※「いいじゃん新城」をテレビでご覧いただくには、ケーブルテレビへの加
入が必要です。身近な話題をお届けしていますので、皆さんぜひご加
入ください。

①午前7時30分
②午前10時15分　
③午後0時30分

④午後3時30分　
⑤午後6時30分　　
⑥午後10時30分

毎日６回・10分間放送

いいじゃんいいじゃん
新城新城

ケーブルテレビ市政番組 月番組表

8：30～17：15
※市民課は土曜日（9：00～12：00）、証明書発行窓口を開設しています。 

本庁舎・支所の開庁時間 市役所本庁舎 23-1111（代表）
鳳来総合支所 22-9931（代表）   作手総合支所 25-7875（代表）

本市の市外局番は0536です

●手当の振り込み●2月の納税

交通事故

数字で見るしんしろ

1月1日現在（前月比）

17,762世帯総世帯数43,122人総人口

21,522人（－43） 21,600人（－46）男性

12人出生 93 人転入 119人転出

女性

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が
　一致しない月もあります。

人口

市からの情報をチェック！
公式ホームページ
くらしに関すること、イベント、市の施策に
関する情報を提供しています。

〈広報紙配信〉

マチイロ、マイ広報紙
スマートフォンなどで
広報紙をご覧いただけます。

〈情報メール〉

メール配信システム
災害情報や緊急情報をメールで
配信します。

〈情報アプリ〉

防災アプリ
スマートフォンへ防災情報を
プッシュ通知でお知らせします。
さんあ～る
スマートフォンなどで、
ごみの回収日や分別方法を
ご覧いただけます。

〈公式SNS〉

行政情報や
旬な話題を
お届けします。

IDで簡単に検索できます
タイトル横の９桁の数字がIDです。

❶検索をタップ
❷ページID検索をタップ
❸IDを入力
❹表示をタップ

❸

❶

❹

❷

放送日 番組内容

市政番組キャラクター「亀姫」
問合せ：秘書人事課（TEL.23‐7623）

2

2

マチイロ マイ広報紙

今月の表紙

ID
１
６
６
３
０
７
６
５
２

73人死亡

今月のトピックス

LINE X（旧twitter） facebook instagram

新城市の移住定住施策

納期限　2月29日（木）
◆固定資産税
◆都市計画税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料
◆下水道事業受益者負担金
◆公共下水道事業分担金
◆農業集落排水事業分担金
◆住宅使用料
◆保育所保育料
◆児童クラブ保護者負担金

受給されている方は、指定の振込
先口座をお確かめください。転居、
転出などの際は本庁舎または各
総合支所へ届出をしてください。
振込日　2月5日（月）
◆児童手当（10～１月分）

振込日　2月9日（金）
◆特別障害者手当(11～１月分)
◆障害児福祉手当(11～１月分)
◆経過的福祉手当(11～１月分)

詳細ページ▶１３ページ

1月31日～2月7日

2月7日～2月14日

2月14日～2月21日

2月21日～2月28日

2月28日～3月6日

・作手小学校　校内マラソン駅伝大会part4
・しんしろ家康紀行(最終回)

・東陽小学校　校内書き初め大会part1
・第45回新城マラソン

・東陽小学校　校内書き初め大会part2
・新城ラリー大感謝祭

・東陽小学校　校内書き初め大会part3
・しんしろまちなか映画祭

・東陽小学校　校内書き初め大会part4
・趣味活サイト

　現在、本市への移住の相談が増えて
おり、空き家を探しているという相談が
多くあります。空き家を所有されている
方で利活用を検討している方は、ぜひご
覧ください。

新城ラリー大感謝祭
　新城ラリー大感謝祭を2月11日に開
催します。ぜひ会場の桜淵公園へお越し
ください。
　表紙は、今まで市内各地で行われて
きたラリー競技などの写真です。

詳細ページ▶８、９ページ

こんにちは

赤ちゃん
こんにちは

赤ちゃん

※令和5年12月１日～31日の間に新城市に届け出のあった赤ちゃんです。　
　届出人の承諾を得て掲載しています。

届出分12月

片 瀬 　 心 留
川 添 　 乃 璃
小 野 田  真 椛
池 富 　 勇 太
八 幡 　 暁 大
下 出 　 智 仁
彦 坂 　 　 弦
川 瀬 　 詩 峰

平 井
吉 川
本 郷
的 場
富 岡 中 部
大 野
杉 山
平 井

健統
雅幸
敦優
麻衣
恭矢
朋恵
健太
太志

男
男
女
男
男
男
男
男

性別 保護者氏　名 地　区
か た せ

か わ ぞ え
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区
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※番組の内容は、毎週水曜日午後６時30分に入れ替え、１週間ごとに更新
※②は月～金曜日のみ
※都合により、番組内容を変更する場合があります。
※「いいじゃん新城」をテレビでご覧いただくには、ケーブルテレビへの加
入が必要です。身近な話題をお届けしていますので、皆さんぜひご加
入ください。

①午前7時30分
②午前10時15分　
③午後0時30分

④午後3時30分　
⑤午後6時30分　　
⑥午後10時30分

毎日６回・10分間放送

いいじゃんいいじゃん
新城新城

ケーブルテレビ市政番組 月番組表

8：30～17：15
※市民課は土曜日（9：00～12：00）、証明書発行窓口を開設しています。 

本庁舎・支所の開庁時間 市役所本庁舎 23-1111（代表）
鳳来総合支所 22-9931（代表）   作手総合支所 25-7875（代表）

本市の市外局番は0536です

●手当の振り込み●2月の納税

交通事故

数字で見るしんしろ

1月1日現在（前月比）

17,762世帯総世帯数43,122人総人口

21,522人（－43） 21,600人（－46）男性

12人出生 93 人転入 119人転出

女性

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が
　一致しない月もあります。

人口

市からの情報をチェック！
公式ホームページ
くらしに関すること、イベント、市の施策に
関する情報を提供しています。

〈広報紙配信〉

マチイロ、マイ広報紙
スマートフォンなどで
広報紙をご覧いただけます。

〈情報メール〉

メール配信システム
災害情報や緊急情報をメールで
配信します。

〈情報アプリ〉

防災アプリ
スマートフォンへ防災情報を
プッシュ通知でお知らせします。
さんあ～る
スマートフォンなどで、
ごみの回収日や分別方法を
ご覧いただけます。

〈公式SNS〉

行政情報や
旬な話題を
お届けします。

IDで簡単に検索できます
タイトル横の９桁の数字がIDです。

❶検索をタップ
❷ページID検索をタップ
❸IDを入力
❹表示をタップ

❸

❶

❹

❷

放送日 番組内容

市政番組キャラクター「亀姫」
問合せ：秘書人事課（TEL.23‐7623）

2

2

マチイロ マイ広報紙

今月の表紙

ID
１
６
６
３
０
７
６
５
２

73人死亡

今月のトピックス

LINE X（旧twitter） facebook instagram

新城市の移住定住施策

納期限　2月29日（木）
◆固定資産税
◆都市計画税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料
◆下水道事業受益者負担金
◆公共下水道事業分担金
◆農業集落排水事業分担金
◆住宅使用料
◆保育所保育料
◆児童クラブ保護者負担金

受給されている方は、指定の振込
先口座をお確かめください。転居、
転出などの際は本庁舎または各
総合支所へ届出をしてください。
振込日　2月5日（月）
◆児童手当（10～１月分）

振込日　2月9日（金）
◆特別障害者手当(11～１月分)
◆障害児福祉手当(11～１月分)
◆経過的福祉手当(11～１月分)

詳細ページ▶１３ページ

1月31日～2月7日

2月7日～2月14日

2月14日～2月21日

2月21日～2月28日

2月28日～3月6日

・作手小学校　校内マラソン駅伝大会part4
・しんしろ家康紀行(最終回)

・東陽小学校　校内書き初め大会part1
・第45回新城マラソン

・東陽小学校　校内書き初め大会part2
・新城ラリー大感謝祭

・東陽小学校　校内書き初め大会part3
・しんしろまちなか映画祭

・東陽小学校　校内書き初め大会part4
・趣味活サイト

　現在、本市への移住の相談が増えて
おり、空き家を探しているという相談が
多くあります。空き家を所有されている
方で利活用を検討している方は、ぜひご
覧ください。

新城ラリー大感謝祭
　新城ラリー大感謝祭を2月11日に開
催します。ぜひ会場の桜淵公園へお越し
ください。
　表紙は、今まで市内各地で行われて
きたラリー競技などの写真です。

詳細ページ▶８、９ページ

こんにちは
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こんにちは

赤ちゃん

※令和5年12月１日～31日の間に新城市に届け出のあった赤ちゃんです。　
　届出人の承諾を得て掲載しています。
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 問合せ　秘書人事課 （TEL.23-7618）ID 454925816

地域意見交換会を開催しました
１０月２３日～１１月１０日

　地
域
自
治
区
を
単
位
と
し
た
市
内
10
会
場
で

地
域
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
計
２
９
９
人
の
市

民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
会

場
で
の
意
見
の
中
か
ら
、
主
な
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
機
能
の
拡
充
・
救
急
体
制

　新
城
市
民
病
院
が
北
部
医
療
圏
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
機
能

の
拡
充
や
救
急
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。（
新
城
・
東
郷
・

鳳
来
南
部
）

　現
在
、
総
合
診
療
科
の
医
師
10
人

体
制
で
救
急
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

受
入
率
は
約
６
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
豊
橋
や
豊
川
の
南
部
医
療
圏

と
の
連
携
体
制
を
堅
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
度
新
城
市
民
病
院
の

経
営
強
化
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
地
域
に
必
要
な
医

療
、
北
部
医
療
圏
の
基
幹
病
院
と
し

て
求
め
ら
れ
る
機
能
も
考
慮
し
、
新

城
市
民
病
院
の
あ
り
方
を
定
め
て
い

き
ま
す
。

■
情
報
の
共
有
化

　建
物
や
医
療
装
置
と
い
っ
た
ハ
ー

ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
の
共
有

化
な
ど
ソ
フ
ト
面
も
整
備
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　私
は
か
か
り
つ
け
医
か
ら
市
民
病

院
の
紹
介
を
受
け
て
精
密
検
査
を
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
フ
ィ
ー
ド

QQ

Q

QQ

Q

Q

A

A

A

A A

AA

新
城
市
民
病
院

風
力
発
電

公
共
交
通

災
害
対
策
・
災
害
復
旧

バ
ッ
ク
を
紙
媒
体
で
や
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。（
新
城
）

　デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
現
状
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。
か
か
り
つ
け
医

の
紹
介
に
よ
り
、
市
民
病
院
で
急
性

期
の
治
療
を
し
た
後
、
紙
媒
体
で
か

か
り
つ
け
医
へ
報
告
し
て
い
ま
す
。

　今
後
、
医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た

め
、
国
が
電
子
カ
ル
テ
の
共
通
化
の

取
り
組
み
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
国
の
取
り
組
み
に
あ

わ
せ
て
情
報
の
共
有
化
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
作
手
地
区
の
風
力
発
電

　作
手
に
風
力
発
電
建
設
の
計
画
が

あ
り
、
健
康
被
害
な
ど
が
心
配
で
す
。

　中
部
電
力
㈱
の
説
明
に
よ
る
と
、

菅
沼
や
守
義
な
ど
の
建
設
地
域
だ
け

住
民
の
了
承
が
得
ら
れ
れ
ば
よ
い
、

と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
市
の

対
応
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
千
郷
・

鳳
来
北
西
部
・
作
手
）

　風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
、
作

手
地
区
全
体
を
対
象
と
し
た
説
明
会

実
施
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

１０
月
１４
日
に
中
部
電
力
㈱
が
作
手
地

区
で
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、令
和
６
年
、鳳
来
地
区
、新
城

■
指
定
避
難
所

　現
在
山
吉
田
地
区
で
は
、
黄
柳
川

小
学
校
と
山
吉
田
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
旧
黄
柳
野
小
学
校
の
３
カ

所
を
避
難
所
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　６
月
２
日
の
水
害
の
時
、
黄
柳
川

が
氾
濫
し
そ
う
で
し
た
。
黄
柳
川
小

学
校
と
山
吉
田
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
川
の
近
く
に
あ
り
心
配
で
す
。

　地
震
の
時
は
よ
い
で
す
が
、
水
害

の
時
は
大
丈
夫
か
と
心
配
で
す
。（
鳳
来

南
部
）

　例
え
ば
、
山
吉
田
こ
ど
も
園
や
愛

知
県
森
林
・
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
な

ど
も
運
用
面
で
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
震
の
場
合
と
水
害
の
場

合
と
避
難
所
を
分
け
る
と
、
地
域
の

人
が
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
よ
い
の
か
混

乱
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
同
じ
場
所
が
よ
い
と
考
え
ま
す
。

■
指
定
避
難
所
で
の
医
師
の
対
応

　災
害
時
、
避
難
所
に
医
師
は
い
ま

す
か
。
ま
た
巡
回
し
て
く
る
の
か
教

え
て
く
だ
さ
い
。（
八
名
）

　災
害
が
発
生
し
、
避
難
所
を
開
設

し
た
時
、
災
害
対
策
本
部
の
中
の
医

療
救
護
班
が
担
当
に
な
り
ま
す
。
担

当
部
署
は
地
域
医
療
支
援
室
に
な
り

ま
す
が
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
に
協
力
を
求
め
、
体
制
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー
に
応
急
救
護
所
を

作
り
ま
す
の
で
、
実
際
は
保
健
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
が
避
難
所
を
回
っ
て
、

避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
健
康
状
態
を

確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
各
地
域
の
検
討
状
況

　区
長
会
が
中
心
と
な
り
、
公
共
交

通
の
地
域
検
討
組
織
と
し
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
他
の
地
域
の
検
討

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
舟
着
）

　新
城
地
区
は
、
公
共
交
通
に
よ
る

中
心
部
で
の
移
動
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
に
あ
た
り
、
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン

付
き
Ｓ
バ
ス
１
日
乗
車
券
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
民
生
委
員
な
ど

へ
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　千
郷
地
区
は
、
令
和
5
年
４
月
か

ら
新
し
い
運
行
方
法
に
よ
る
西
部
線

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　東
郷
地
区
は
、
令
和
5
年
度
中
に

北
部
線
の
運
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の

地
域
提
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　八
名
地
区
は
、
小
型
車
両
に
よ
る

区
域
運
行
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
地

域
全
体
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
、
来

年
度
か
ら
の
運
行
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　鳳
来
南
部
地
区
は
、
直
接
市
内
中

心
部
に
向
か
う
バ
ス
運
行
に
向
け
、

課
題
を
整
理
し
、
調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　鳳
来
東
部
地
区
は
、
舟
着
地
区
と

同
様
に
秋
葉
七
滝
線
沿
線
に
つ
い
て

区
長
を
中
心
と
し
た
検
討
組
織
と
意

見
交
換
お
よ
び
課
題
の
共
有
を
進
め

て
い
ま
す
。

　鳳
来
北
西
部
地
区
は
、
田
口
新
城

線
の
維
持
確
保
の
た
め
、
休
止
し
た

四
谷
千
枚
田
新
城
線
の
代
替
路
線
と

し
て
、
こ
の
１０
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
運

行
の
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。

　作
手
地
区
は
、
作
手
線
、
守
義
線

の
運
行
ダ
イ
ヤ
に
課
題
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
地
域
の
各
団
体
と
意

見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

し
ゅ
ん
せ
つ

地
区
で
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　中
部
電
力
㈱
か
ら
は
、地
域
の
合
意

な
く
し
て
勝
手
に
進
め
な
い
と
発
言
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
、
地

域
の
皆
様
の
理
解
が
前
提
に
な
る
事
業

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
地
域
の
皆
様
に
報
告

す
べ
き
動
向
な
ど
が
あ
れ
ば
、
情
報

共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
河
床
の
浚
渫（
水
底
堆
積
土
砂
の
除
去
）

　土
砂
に
よ
っ
て
河
床
が
高
く
な
っ

た
所
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
６
月
２

日
の
よ
う
に
今
後
ま
た
豪
雨
が
発
生

し
た
場
合
、
さ
ら
に
被
害
が
発
生
す

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま

す
。
河
床
の
浚
渫
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

　土
砂
に
よ
り
河
床
が
高
く
な
る
と
、

そ
の
分
だ
け
川
の
流
量
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
が
下
が
り
、
災
害
の
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。

　市
は
河
川
の
現
場
調
査
を
行
い
、
著

し
く
堆
積
物
が
多
い
河
川
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
な
浚
渫
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
対
応
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
引
き
続
き
、

国
へ
の
予
算
の
要
望
等
を
し
っ
か
り

行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
鳳
来
南
部
・
鳳
来
北
西
部
）

45 2024.2広報しんしろ2024.2広報しんしろ
広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

1「地域意見交換会」



 問合せ　秘書人事課 （TEL.23-7618）ID 454925816

地域意見交換会を開催しました
１０月２３日～１１月１０日

　地
域
自
治
区
を
単
位
と
し
た
市
内
10
会
場
で

地
域
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
計
２
９
９
人
の
市

民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
会

場
で
の
意
見
の
中
か
ら
、
主
な
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
機
能
の
拡
充
・
救
急
体
制

　新
城
市
民
病
院
が
北
部
医
療
圏
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
機
能

の
拡
充
や
救
急
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。（
新
城
・
東
郷
・

鳳
来
南
部
）

　現
在
、
総
合
診
療
科
の
医
師
10
人

体
制
で
救
急
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

受
入
率
は
約
６
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
豊
橋
や
豊
川
の
南
部
医
療
圏

と
の
連
携
体
制
を
堅
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
度
新
城
市
民
病
院
の

経
営
強
化
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
地
域
に
必
要
な
医

療
、
北
部
医
療
圏
の
基
幹
病
院
と
し

て
求
め
ら
れ
る
機
能
も
考
慮
し
、
新

城
市
民
病
院
の
あ
り
方
を
定
め
て
い

き
ま
す
。

■
情
報
の
共
有
化

　建
物
や
医
療
装
置
と
い
っ
た
ハ
ー

ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
の
共
有

化
な
ど
ソ
フ
ト
面
も
整
備
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　私
は
か
か
り
つ
け
医
か
ら
市
民
病

院
の
紹
介
を
受
け
て
精
密
検
査
を
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
フ
ィ
ー
ド
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新
城
市
民
病
院

風
力
発
電

公
共
交
通

災
害
対
策
・
災
害
復
旧

バ
ッ
ク
を
紙
媒
体
で
や
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。（
新
城
）

　デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
現
状
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。
か
か
り
つ
け
医

の
紹
介
に
よ
り
、
市
民
病
院
で
急
性

期
の
治
療
を
し
た
後
、
紙
媒
体
で
か

か
り
つ
け
医
へ
報
告
し
て
い
ま
す
。

　今
後
、
医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た

め
、
国
が
電
子
カ
ル
テ
の
共
通
化
の

取
り
組
み
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
国
の
取
り
組
み
に
あ

わ
せ
て
情
報
の
共
有
化
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
作
手
地
区
の
風
力
発
電

　作
手
に
風
力
発
電
建
設
の
計
画
が

あ
り
、
健
康
被
害
な
ど
が
心
配
で
す
。

　中
部
電
力
㈱
の
説
明
に
よ
る
と
、

菅
沼
や
守
義
な
ど
の
建
設
地
域
だ
け

住
民
の
了
承
が
得
ら
れ
れ
ば
よ
い
、

と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
市
の

対
応
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
千
郷
・

鳳
来
北
西
部
・
作
手
）

　風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
、
作

手
地
区
全
体
を
対
象
と
し
た
説
明
会

実
施
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

１０
月
１４
日
に
中
部
電
力
㈱
が
作
手
地

区
で
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、令
和
６
年
、鳳
来
地
区
、新
城

■
指
定
避
難
所

　現
在
山
吉
田
地
区
で
は
、
黄
柳
川

小
学
校
と
山
吉
田
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
旧
黄
柳
野
小
学
校
の
３
カ

所
を
避
難
所
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　６
月
２
日
の
水
害
の
時
、
黄
柳
川

が
氾
濫
し
そ
う
で
し
た
。
黄
柳
川
小

学
校
と
山
吉
田
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
川
の
近
く
に
あ
り
心
配
で
す
。

　地
震
の
時
は
よ
い
で
す
が
、
水
害

の
時
は
大
丈
夫
か
と
心
配
で
す
。（
鳳
来

南
部
）

　例
え
ば
、
山
吉
田
こ
ど
も
園
や
愛

知
県
森
林
・
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
な

ど
も
運
用
面
で
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
震
の
場
合
と
水
害
の
場

合
と
避
難
所
を
分
け
る
と
、
地
域
の

人
が
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
よ
い
の
か
混

乱
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
同
じ
場
所
が
よ
い
と
考
え
ま
す
。

■
指
定
避
難
所
で
の
医
師
の
対
応

　災
害
時
、
避
難
所
に
医
師
は
い
ま

す
か
。
ま
た
巡
回
し
て
く
る
の
か
教

え
て
く
だ
さ
い
。（
八
名
）

　災
害
が
発
生
し
、
避
難
所
を
開
設

し
た
時
、
災
害
対
策
本
部
の
中
の
医

療
救
護
班
が
担
当
に
な
り
ま
す
。
担

当
部
署
は
地
域
医
療
支
援
室
に
な
り

ま
す
が
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
に
協
力
を
求
め
、
体
制
を

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー
に
応
急
救
護
所
を

作
り
ま
す
の
で
、
実
際
は
保
健
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
が
避
難
所
を
回
っ
て
、

避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
健
康
状
態
を

確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
各
地
域
の
検
討
状
況

　区
長
会
が
中
心
と
な
り
、
公
共
交

通
の
地
域
検
討
組
織
と
し
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
他
の
地
域
の
検
討

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
舟
着
）

　新
城
地
区
は
、
公
共
交
通
に
よ
る

中
心
部
で
の
移
動
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
に
あ
た
り
、
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン

付
き
Ｓ
バ
ス
１
日
乗
車
券
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
民
生
委
員
な
ど

へ
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　千
郷
地
区
は
、
令
和
5
年
４
月
か

ら
新
し
い
運
行
方
法
に
よ
る
西
部
線

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　東
郷
地
区
は
、
令
和
5
年
度
中
に

北
部
線
の
運
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の

地
域
提
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　八
名
地
区
は
、
小
型
車
両
に
よ
る

区
域
運
行
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
地

域
全
体
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
、
来

年
度
か
ら
の
運
行
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　鳳
来
南
部
地
区
は
、
直
接
市
内
中

心
部
に
向
か
う
バ
ス
運
行
に
向
け
、

課
題
を
整
理
し
、
調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　鳳
来
東
部
地
区
は
、
舟
着
地
区
と

同
様
に
秋
葉
七
滝
線
沿
線
に
つ
い
て

区
長
を
中
心
と
し
た
検
討
組
織
と
意

見
交
換
お
よ
び
課
題
の
共
有
を
進
め

て
い
ま
す
。

　鳳
来
北
西
部
地
区
は
、
田
口
新
城

線
の
維
持
確
保
の
た
め
、
休
止
し
た

四
谷
千
枚
田
新
城
線
の
代
替
路
線
と

し
て
、
こ
の
１０
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
運

行
の
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。

　作
手
地
区
は
、
作
手
線
、
守
義
線

の
運
行
ダ
イ
ヤ
に
課
題
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
地
域
の
各
団
体
と
意

見
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

し
ゅ
ん
せ
つ

地
区
で
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　中
部
電
力
㈱
か
ら
は
、地
域
の
合
意

な
く
し
て
勝
手
に
進
め
な
い
と
発
言
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
、
地

域
の
皆
様
の
理
解
が
前
提
に
な
る
事
業

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
上
で
、
地
域
の
皆
様
に
報
告

す
べ
き
動
向
な
ど
が
あ
れ
ば
、
情
報

共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
河
床
の
浚
渫（
水
底
堆
積
土
砂
の
除
去
）

　土
砂
に
よ
っ
て
河
床
が
高
く
な
っ

た
所
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
６
月
２

日
の
よ
う
に
今
後
ま
た
豪
雨
が
発
生

し
た
場
合
、
さ
ら
に
被
害
が
発
生
す

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま

す
。
河
床
の
浚
渫
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

　土
砂
に
よ
り
河
床
が
高
く
な
る
と
、

そ
の
分
だ
け
川
の
流
量
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
が
下
が
り
、
災
害
の
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。

　市
は
河
川
の
現
場
調
査
を
行
い
、
著

し
く
堆
積
物
が
多
い
河
川
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
な
浚
渫
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
対
応
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
引
き
続
き
、

国
へ
の
予
算
の
要
望
等
を
し
っ
か
り

行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
鳳
来
南
部
・
鳳
来
北
西
部
）
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鳥
獣
害

公
共
施
設
の
維
持
管
理

■
鹿
対
策

　市
で
は
鹿
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
ま
す
か
。鹿
を
防
ぐ
対
策
で
は
な

く
、減
ら
す
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
八
名
）

　猟
友
会
の
皆
様
が
中
心
と
な
っ
て

捕
獲
駆
除
を
し
ま
す
が
、
鹿
は
減
ら

な
い
状
況
で
す
。
猟
友
会
の
メ
ン

バ
ー
も
高
齢
化
し
減
少
し
て
い
ま
す

の
で
、
若
い
方
に
入
っ
て
も
ら
う
よ

う
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
カ
モ
シ
カ
対
策

　カ
モ
シ
カ
は
天
然
記
念
物
で
駆
除

は
で
き
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま

す
が
、
増
え
な
い
よ
う
に
市
で
捕
ら

え
て
避
妊
手
術
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
か
。（
舟
着
）

　む
や
み
に
殺
処
分
は
で
き
ま
せ
ん
。

事
故
な
ど
で
死
ん
だ
場
合
は
、
家
畜

保
健
所
に
持
ち
込
ん
で
状
況
を
確
認

し
、
適
切
に
処
分
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
が
、
事
前
に
殺
処
分
す
る
の
は

文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
難
し
い
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　避

妊
手
術
制
度
は
何
も
な
く
、
現

状
、
打
つ
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
捕
獲
後
の
処
理

　捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
は
５０
セ
ン

チ×

５０
セ
ン
チ
の
箱
に
収
ま
る
大

き
さ
に
解
体
し
て
い
ま
す
。
処
理

に
は
最
低
３
人
ぐ
ら
い
必
要
で
す
。

処
理
で
き
る
施
設
設
置
の
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。（
東
郷
）

　処
理
施
設
設
置
は
難
し
い
で
す
が
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
は
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
焼
却
処
理
し
ま
す
が
食

肉
と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
、
そ
の
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
地
域
振

興
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
考
え
て
い

き
ま
す
。

■
現
状
と
課
題

　市
の
財
政
状
況
と
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
長
寿
命
化
整
備
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
鳳
来

中
部
）

　社
会
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
整
備

に
つ
い
て
、
水
道
、
市
道
を
は
じ
め

と
す
る
道
路
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

等
の
衛
生
関
連
施
設
、
通
信
な
ど
は

個
々
の
計
画
に
沿
っ
て
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
市
税
な
ど
歳
入
の
減
少

や
ど
う
し
て
も
必
要
な
大
型
事
業
の

実
施
が
あ
り
、
財
源
確
保
が
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
最
小
限
の

修
繕
で
あ
っ
た
り
、
代
替
方
法
の
検

討
実
施
に
よ
り
維
持
管
理
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
さ
ら
な
る
歳
入
の
減
少
が
続

く
と
思
い
ま
す
の
で
、
優
先
度
を
間

違
え
な
い
よ
う
に
、
施
設
の
維
持
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
鳥
原
児
童
館

　舟
着
地
域
に
は
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
鳥
原
児
童
館
の
２
カ
所
の
公

共
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
令
和
６
年

度
末
に
廃
止
す
る
施
設
と
し
て
説
明

を
受
け
て
い
ま
す
。

　鳥
原
児
童
館
は
公
民
館
活
動
や
、

生
涯
学
習
活
動
を
目
的
に
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

市
は
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い
く
の

か
、
方
針
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
舟

着
）　鳥

原
児
童
館
は
児
童
の
遊
び
場
、

居
場
所
と
し
て
、
ま
た
日
曜
日
で
も

雨
の
日
で
も
集
え
る
場
所
と
し
て
地

域
の
拠
点
施
設
で
す
の
で
、
今
後
も

維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
旧
黄
柳
野
小
学
校

　い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
地
域

を
活
性
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

廃
校
に
な
っ
た
旧
黄
柳
野
小
学
校
を

使
用
で
き
ま
す
か
。（
鳳
来
南
部
）

　旧
黄
柳
野
小
学
校
は
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
の
で
、
市
の
公
共
施
設

個
別
施
設
計
画
の
中
で
、
今
後
廃
止

す
る
方
針
で
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　旧
黄
柳
野
小
学
校
は
、
現
在
東
三

河
ド
ロ
ー
ン
・
リ
バ
ー
構
想
推
進
協

議
会
と
い
う
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て

地
域
課
題
を
解
決
す
る
協
議
会
と
賃

貸
借
契
約
を
交
わ
し
、
共
同
の
研
究

や
実
証
実
験
の
場
所
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。
緊
急
時
の
避
難
所
と
い

う
以
外
に
第
三
者
に
貸
し
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
契
約
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
校
舎
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　た
だ
し
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
一
時
的
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し

た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

協
議
会
と
調
整
し
、
使
用
す
る
こ
と

は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
地
域
自
治
区
制
度

　地
域
自
治
区
制
度
が
で
き
て
１０
年

が
経
ち
ま
し
た
。
体
制
に
つ
い
て
見

直
す
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
域
自
治
区
制
度
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。（
鳳
来
中
部
・
鳳

来
南
部
）

　地
域
自
治
区
制
度
に
つ
い
て
は
、

地
域
計
画
推
進
体
制
を
整
え
る
上
で
、

各
地
域
自
治
区
で
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
自
治
区
か
ら

提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域

自
治
区
予
算
と
地
域
活
動
交
付
金
の

あ
り
方
の
見
直
し
や
、
体
制
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
提
案
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　今
後
条
例
改
正
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
部
分
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

体
制
自
体
の
見
直
し
を
し
て
い
く
時

期
で
す
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

■
生
徒
数
減
少
時
の
体
制

　東
陽
小
学
校
は
生
徒
が
１
０
０
人
、

大
野
こ
ど
も
園
は
園
児
が
２６
人
で
す
。

今
後
人
数
が
減
っ
て
い
っ
た
時
、
ど

の
よ
う
な
体
制
に
な
る
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。（
鳳
来
東
部
）

　平
成
２１
年
に
制
定
さ
れ
た
学
校
再

配
置
指
針
に
よ
る
と
、
学
校
で
６
学

級
未
満
に
な
る
、
す
な
わ
ち
学
年
１

学
級
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
複
式

学
級
に
な
る
時
点
で
、
保
護
者
の
方

の
意
見
を
参
考
に
、
学
校
の
あ
り
方

を
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　東
陽
小
は
来
年
度
、
全
校
児
童
が

９０
人
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
複
式
学

級
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
新

城
市
内
で
す
と
複
式
学
級
を
持
つ
学

校
が
今
後
数
年
で
、
３
〜
４
校
に

な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
そ
の
地
域

に
は
こ
れ
か
ら
学
校
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が

学
び
や
す
い
環
境
を
一
番
大
事
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

＊
質
問
と
回
答
は
、
複
数
の
地
区
か

　ら
出
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
た
め
、

　ま
た
紙
面
の
関
係
で
、
一
部
を
読

　み
や
す
く
加
工
し
掲
載
し
て
い
ま

　す
。

＊
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
鳥
獣
害
対
策
の
推
進

　鳥
獣
害
関
係
の
予
算
が
約
２５
％
削

減
さ
れ
る
話
を
聞
き
ま
し
た
。
今
の

予
算
か
ら
４
分
の
１
減
っ
て
し
ま
う

と
優
先
順
位
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　市
で
は
鳥
獣
害
対
策
を
ど
の
様
に

推
進
さ
れ
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
が
高
齢
化
し
、

減
少
し
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。
現

役
世
代
の
方
を
は
じ
め
、
若
い
世
代

に
狩
猟
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

進
め
て
い
き
ま
す
。

　鹿
の
捕
獲
数
は
、
増
え
て
い
ま
す
。

鹿
を
追
い
払
う
な
ど
の
方
策
、
支
援

に
つ
い
て
も
、
猟
友
会
の
皆
様
の
知

恵
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　鹿
や
猪
は
資
源
で
す
。
食
肉
の
活

用
と
い
う
観
点
で
、
地
域
資
源
と
し

て
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
飲
食
店
や
猟
友
会
の
皆
様
、

ま
た
加
工
処
理
施
設
の
皆
様
と
連
携

が
必
要
で
す
の
で
、猟
友
会
の
お
力
添

え
を
お
願
い
し
ま
す
。（
現
在
、
猪
は

豚
熱
が
発
生
し
て
か
ら
、原
則
食
肉
と

し
て
市
場
に
流
通
が
で
き
ま
せ
ん
）

　ま
た
、
有
害
鳥
獣
に
関
す
る
予
算

は
、
現
状
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

（
作
手
）
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鳥
獣
害

公
共
施
設
の
維
持
管
理

■
鹿
対
策

　市
で
は
鹿
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
ま
す
か
。鹿
を
防
ぐ
対
策
で
は
な

く
、減
ら
す
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
八
名
）

　猟
友
会
の
皆
様
が
中
心
と
な
っ
て

捕
獲
駆
除
を
し
ま
す
が
、
鹿
は
減
ら

な
い
状
況
で
す
。
猟
友
会
の
メ
ン

バ
ー
も
高
齢
化
し
減
少
し
て
い
ま
す

の
で
、
若
い
方
に
入
っ
て
も
ら
う
よ

う
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
カ
モ
シ
カ
対
策

　カ
モ
シ
カ
は
天
然
記
念
物
で
駆
除

は
で
き
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま

す
が
、
増
え
な
い
よ
う
に
市
で
捕
ら

え
て
避
妊
手
術
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
か
。（
舟
着
）

　む
や
み
に
殺
処
分
は
で
き
ま
せ
ん
。

事
故
な
ど
で
死
ん
だ
場
合
は
、
家
畜

保
健
所
に
持
ち
込
ん
で
状
況
を
確
認

し
、
適
切
に
処
分
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
が
、
事
前
に
殺
処
分
す
る
の
は

文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
難
し
い
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　避

妊
手
術
制
度
は
何
も
な
く
、
現

状
、
打
つ
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
捕
獲
後
の
処
理

　捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
は
５０
セ
ン

チ×

５０
セ
ン
チ
の
箱
に
収
ま
る
大

き
さ
に
解
体
し
て
い
ま
す
。
処
理

に
は
最
低
３
人
ぐ
ら
い
必
要
で
す
。

処
理
で
き
る
施
設
設
置
の
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。（
東
郷
）

　処
理
施
設
設
置
は
難
し
い
で
す
が
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
は
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
焼
却
処
理
し
ま
す
が
食

肉
と
し
て
活
用
で
き
れ
ば
、
そ
の
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
地
域
振

興
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
考
え
て
い

き
ま
す
。

■
現
状
と
課
題

　市
の
財
政
状
況
と
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
長
寿
命
化
整
備
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
鳳
来

中
部
）

　社
会
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
整
備

に
つ
い
て
、
水
道
、
市
道
を
は
じ
め

と
す
る
道
路
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

等
の
衛
生
関
連
施
設
、
通
信
な
ど
は

個
々
の
計
画
に
沿
っ
て
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
市
税
な
ど
歳
入
の
減
少

や
ど
う
し
て
も
必
要
な
大
型
事
業
の

実
施
が
あ
り
、
財
源
確
保
が
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
最
小
限
の

修
繕
で
あ
っ
た
り
、
代
替
方
法
の
検

討
実
施
に
よ
り
維
持
管
理
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　今
後
さ
ら
な
る
歳
入
の
減
少
が
続

く
と
思
い
ま
す
の
で
、
優
先
度
を
間

違
え
な
い
よ
う
に
、
施
設
の
維
持
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
鳥
原
児
童
館

　舟
着
地
域
に
は
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
鳥
原
児
童
館
の
２
カ
所
の
公

共
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
令
和
６
年

度
末
に
廃
止
す
る
施
設
と
し
て
説
明

を
受
け
て
い
ま
す
。

　鳥
原
児
童
館
は
公
民
館
活
動
や
、

生
涯
学
習
活
動
を
目
的
に
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

市
は
維
持
管
理
を
継
続
し
て
い
く
の

か
、
方
針
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
舟

着
）　鳥

原
児
童
館
は
児
童
の
遊
び
場
、

居
場
所
と
し
て
、
ま
た
日
曜
日
で
も

雨
の
日
で
も
集
え
る
場
所
と
し
て
地

域
の
拠
点
施
設
で
す
の
で
、
今
後
も

維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
旧
黄
柳
野
小
学
校

　い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
地
域

を
活
性
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

廃
校
に
な
っ
た
旧
黄
柳
野
小
学
校
を

使
用
で
き
ま
す
か
。（
鳳
来
南
部
）

　旧
黄
柳
野
小
学
校
は
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
の
で
、
市
の
公
共
施
設

個
別
施
設
計
画
の
中
で
、
今
後
廃
止

す
る
方
針
で
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　旧
黄
柳
野
小
学
校
は
、
現
在
東
三

河
ド
ロ
ー
ン
・
リ
バ
ー
構
想
推
進
協

議
会
と
い
う
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て

地
域
課
題
を
解
決
す
る
協
議
会
と
賃

貸
借
契
約
を
交
わ
し
、
共
同
の
研
究

や
実
証
実
験
の
場
所
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。
緊
急
時
の
避
難
所
と
い

う
以
外
に
第
三
者
に
貸
し
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
契
約
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
校
舎
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　た
だ
し
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
一
時
的
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し

た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

協
議
会
と
調
整
し
、
使
用
す
る
こ
と

は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
地
域
自
治
区
制
度

　地
域
自
治
区
制
度
が
で
き
て
１０
年

が
経
ち
ま
し
た
。
体
制
に
つ
い
て
見

直
す
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
域
自
治
区
制
度
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。（
鳳
来
中
部
・
鳳

来
南
部
）

　地
域
自
治
区
制
度
に
つ
い
て
は
、

地
域
計
画
推
進
体
制
を
整
え
る
上
で
、

各
地
域
自
治
区
で
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
自
治
区
か
ら

提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域

自
治
区
予
算
と
地
域
活
動
交
付
金
の

あ
り
方
の
見
直
し
や
、
体
制
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
提
案
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　今
後
条
例
改
正
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
部
分
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

体
制
自
体
の
見
直
し
を
し
て
い
く
時

期
で
す
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

■
生
徒
数
減
少
時
の
体
制

　東
陽
小
学
校
は
生
徒
が
１
０
０
人
、

大
野
こ
ど
も
園
は
園
児
が
２６
人
で
す
。

今
後
人
数
が
減
っ
て
い
っ
た
時
、
ど

の
よ
う
な
体
制
に
な
る
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。（
鳳
来
東
部
）

　平
成
２１
年
に
制
定
さ
れ
た
学
校
再

配
置
指
針
に
よ
る
と
、
学
校
で
６
学

級
未
満
に
な
る
、
す
な
わ
ち
学
年
１

学
級
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
複
式

学
級
に
な
る
時
点
で
、
保
護
者
の
方

の
意
見
を
参
考
に
、
学
校
の
あ
り
方

を
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　東
陽
小
は
来
年
度
、
全
校
児
童
が

９０
人
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
複
式
学

級
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
新

城
市
内
で
す
と
複
式
学
級
を
持
つ
学

校
が
今
後
数
年
で
、
３
〜
４
校
に

な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
そ
の
地
域

に
は
こ
れ
か
ら
学
校
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が

学
び
や
す
い
環
境
を
一
番
大
事
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

＊
質
問
と
回
答
は
、
複
数
の
地
区
か

　ら
出
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
た
め
、

　ま
た
紙
面
の
関
係
で
、
一
部
を
読

　み
や
す
く
加
工
し
掲
載
し
て
い
ま

　す
。

＊
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
鳥
獣
害
対
策
の
推
進

　鳥
獣
害
関
係
の
予
算
が
約
２５
％
削

減
さ
れ
る
話
を
聞
き
ま
し
た
。
今
の

予
算
か
ら
４
分
の
１
減
っ
て
し
ま
う

と
優
先
順
位
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　市
で
は
鳥
獣
害
対
策
を
ど
の
様
に

推
進
さ
れ
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
が
高
齢
化
し
、

減
少
し
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。
現

役
世
代
の
方
を
は
じ
め
、
若
い
世
代

に
狩
猟
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

進
め
て
い
き
ま
す
。

　鹿
の
捕
獲
数
は
、
増
え
て
い
ま
す
。

鹿
を
追
い
払
う
な
ど
の
方
策
、
支
援

に
つ
い
て
も
、
猟
友
会
の
皆
様
の
知

恵
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　鹿
や
猪
は
資
源
で
す
。
食
肉
の
活

用
と
い
う
観
点
で
、
地
域
資
源
と
し

て
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
飲
食
店
や
猟
友
会
の
皆
様
、

ま
た
加
工
処
理
施
設
の
皆
様
と
連
携

が
必
要
で
す
の
で
、猟
友
会
の
お
力
添

え
を
お
願
い
し
ま
す
。（
現
在
、
猪
は

豚
熱
が
発
生
し
て
か
ら
、原
則
食
肉
と

し
て
市
場
に
流
通
が
で
き
ま
せ
ん
）

　ま
た
、
有
害
鳥
獣
に
関
す
る
予
算

は
、
現
状
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

（
作
手
）
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 問合せ　観光課 （TEL.23-7613）
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ID 173008254

2月11日

新城ラリー大感謝祭

桜淵公園
10:00～15:00

　
２
０
０
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
城
ラ

リ
ー
。そ
の
新
城
ラ
リ
ー
は
２
０
２
３

年
大
会
で
20
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。こ
の
間
、多
く
の
感
動
を
与
え
て

く
れ
、世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
開
催
の
機

運
を
高
め
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

新
城
ラ
リ
ー
大
感
謝
祭
を
開
催
し
ま

す
。日

時
　
２
月
11
日

（日）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
桜
淵
公
園

イ
ベ
ン
ト
内
容
　

　
　
　
式
典
、デ
モ
ラ
ン
、飲
食
・
物
販
、

　
　
　
働
く
車
の
展
示
、自
動
車
関

　
　
　 

連
企
業
出
展
　
な
ど

駐
車
場
　
駐
車
場
は
事
前
申
込
み

　
　
　（
無
料
）が
必
要
で
す
。事
前

　
　
　 

申
込
み
が
な
い
と
当
日
、駐

　
　
　  

車
場
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　 

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
　 

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
チ
ケ
ッ
ト
が
無
い
方
は
、Ｊ
Ｒ

　
　
　  

飯
田
線
な
ど
公
共 

交
通
機

　
　
　 

関
を
ご
利
用
く 

だ
さ
い
。

そ
の
他
　
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

　
　
　
ど
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
　 

ジ
で
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

大
迫
力
の
デ
モ
ラ
ン

　
桜
淵
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ
ロ
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
デ
モ
ラ
ン
走
行
を
行
い

ま
す
。迫
力
満
点
の
ド
リ
フ
ト
走
行
な

ど
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
新
城
ラ
リ
ー
大
感
謝
祭
マ
フ
ラ
ー
タ

オ
ル
と
記
念
誌
を
セ
ッ
ト
購
入
さ
れ
た

方
に
は
、抽
選
で
デ
モ
ラ
ン
走
行
同
乗

体
験
が
で
き
ま
す
。ア
ク
セ
ル
全
開
で

走
る
ラ
リ
ー
車
に
乗
れ
る
機
会
は
滅
多

に
あ
り
ま
せ
ん
！

働
く
車
の
展
示

　
木
か
げ
プ
ラ
ザ
前
駐
車
場
の一角
に
、

消
防
車
両
や
自
衛
隊
車
両
な
ど
、私
た

ち
の
生
活
を
守
っ
て
い
る
車
が
集
ま
り

ま
す
。

　
お
子
さ
ん
と一緒
に
思
い
出
の
写
真

を
撮
って
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

飲
食・物
販
と
企
業
出
展

　
木
か
げ
プ
ラ
ザ
前
駐
車
場
で
は
約

15
店
の
飲
食
店
が
ブ
ー
ス
出
店
し
ま
す
。

お
い
し
い
食
事
を
食
べ
、新
城
ラ
リ
ー

大
感
謝
祭
を
最
後
ま
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、企
業
出
展
で
は
自
動
車
関
連

企
業
が
特
別
な
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

普
段
、な
か
な
か
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
展
示
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

新
城
ラ
リ
ー
の
歩
み

　
新
城
市
の
豊
か
な
自
然
を
地
域

資
源
と
し
て
有
効
活
用
し
、ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
魅
力
と
個
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

Ｄ
Ｏ
Ｓ（D

o O
utdoor Sports

）

地
域
再
生
プ
ラ
ン
を
日
本
政
府
に

提
出
し
ま
し
た
。そ
し
て
、第
１
号
の

認
定
を
受
け
、新
城
ラ
リ
ー
は
歩
み

を
は
じ
め
ま
し
た
。当
時
は
ま
だ
、

Ｊ
Ａ
Ｆ
全
日
本
ラ
リ
ー
選
手
権
直

下
ク
ラ
ス
の
地
方
選
手
権
で
の
開
催

で
し
た
。

　
そ
の
後
２
０
０
７
年
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
全

日
本
ラ
リ
ー
選
手
権
へ
昇
格
し
、さ

ら
に
２
０
１
3
年
に
は
会
場
を
県
営

新
城
総
合
公
園
へ
移
し
ま
し
た
。

　
20
年
と
い
う
長
い
年
月
の
中
で
、

多
く
の
方
々
の
努
力
や
想
い
が
実
を

結
び
、新
城
ラ
リ
ー
は
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
規
模
を
誇
る
大
会
へ
成
長

を
遂
げ
ま
し
た
。さ
ら
に
、愛
知
県

と
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
た
世
界
ラ

リ
ー
選
手
権
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
開
催

の
機
運
を
高
め
ま
し
た
。

▲2023年大会(県営新城総合公園)

▲2006年大会(ふれあいパークほうらい)

▲2023年大会(県営新城総合公園)

▲2007年大会(桜淵公園)

▲2018年大会(県営新城総合公園)

▲ラリージャパン2022
　(鬼久保ふれあい広場)

◀ラリージャパン2023(作手総合支所)

日時

会場

入場
無料

見
ど
こ
ろ
1

見
ど
こ
ろ
2

見
ど
こ
ろ
3

日

　
ラ
リ
ー
競
技
以
外
に
も
デ
モ
ラ
ン

走
行
を
会
場
内
で
実
施
す
る
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、多
く
の

人
た
ち
が
楽
し
め
る
工
夫
を
凝
ら
し

ま
し
た
。

こ

89 2024.2広報しんしろ2024.2広報しんしろ
広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

2「新城ラリー大感謝祭」



 問合せ　観光課 （TEL.23-7613）

詳細は▶
市ホームページ

ID 173008254

2月11日

新城ラリー大感謝祭

桜淵公園
10:00～15:00

　
２
０
０
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
城
ラ

リ
ー
。そ
の
新
城
ラ
リ
ー
は
２
０
２
３

年
大
会
で
20
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。こ
の
間
、多
く
の
感
動
を
与
え
て

く
れ
、世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
開
催
の
機

運
を
高
め
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

新
城
ラ
リ
ー
大
感
謝
祭
を
開
催
し
ま

す
。日

時
　
２
月
11
日

（日）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
桜
淵
公
園

イ
ベ
ン
ト
内
容
　

　
　
　
式
典
、デ
モ
ラ
ン
、飲
食
・
物
販
、

　
　
　
働
く
車
の
展
示
、自
動
車
関

　
　
　 

連
企
業
出
展
　
な
ど

駐
車
場
　
駐
車
場
は
事
前
申
込
み

　
　
　（
無
料
）が
必
要
で
す
。事
前

　
　
　 

申
込
み
が
な
い
と
当
日
、駐

　
　
　  

車
場
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　 

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
　 

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
チ
ケ
ッ
ト
が
無
い
方
は
、Ｊ
Ｒ

　
　
　  

飯
田
線
な
ど
公
共 

交
通
機

　
　
　 

関
を
ご
利
用
く 

だ
さ
い
。

そ
の
他
　
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

　
　
　
ど
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
　 

ジ
で
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

大
迫
力
の
デ
モ
ラ
ン

　
桜
淵
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ
ロ
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
デ
モ
ラ
ン
走
行
を
行
い

ま
す
。迫
力
満
点
の
ド
リ
フ
ト
走
行
な

ど
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
新
城
ラ
リ
ー
大
感
謝
祭
マ
フ
ラ
ー
タ

オ
ル
と
記
念
誌
を
セ
ッ
ト
購
入
さ
れ
た

方
に
は
、抽
選
で
デ
モ
ラ
ン
走
行
同
乗

体
験
が
で
き
ま
す
。ア
ク
セ
ル
全
開
で

走
る
ラ
リ
ー
車
に
乗
れ
る
機
会
は
滅
多

に
あ
り
ま
せ
ん
！

働
く
車
の
展
示

　
木
か
げ
プ
ラ
ザ
前
駐
車
場
の一角
に
、

消
防
車
両
や
自
衛
隊
車
両
な
ど
、私
た

ち
の
生
活
を
守
っ
て
い
る
車
が
集
ま
り

ま
す
。

　
お
子
さ
ん
と一緒
に
思
い
出
の
写
真

を
撮
って
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

飲
食・物
販
と
企
業
出
展

　
木
か
げ
プ
ラ
ザ
前
駐
車
場
で
は
約

15
店
の
飲
食
店
が
ブ
ー
ス
出
店
し
ま
す
。

お
い
し
い
食
事
を
食
べ
、新
城
ラ
リ
ー

大
感
謝
祭
を
最
後
ま
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、企
業
出
展
で
は
自
動
車
関
連

企
業
が
特
別
な
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

普
段
、な
か
な
か
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
展
示
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

新
城
ラ
リ
ー
の
歩
み

　
新
城
市
の
豊
か
な
自
然
を
地
域

資
源
と
し
て
有
効
活
用
し
、ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
魅
力
と
個
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

Ｄ
Ｏ
Ｓ（D

o O
utdoor Sports

）

地
域
再
生
プ
ラ
ン
を
日
本
政
府
に

提
出
し
ま
し
た
。そ
し
て
、第
１
号
の

認
定
を
受
け
、新
城
ラ
リ
ー
は
歩
み

を
は
じ
め
ま
し
た
。当
時
は
ま
だ
、

Ｊ
Ａ
Ｆ
全
日
本
ラ
リ
ー
選
手
権
直

下
ク
ラ
ス
の
地
方
選
手
権
で
の
開
催

で
し
た
。

　
そ
の
後
２
０
０
７
年
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
全

日
本
ラ
リ
ー
選
手
権
へ
昇
格
し
、さ

ら
に
２
０
１
3
年
に
は
会
場
を
県
営

新
城
総
合
公
園
へ
移
し
ま
し
た
。

　
20
年
と
い
う
長
い
年
月
の
中
で
、

多
く
の
方
々
の
努
力
や
想
い
が
実
を

結
び
、新
城
ラ
リ
ー
は
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
規
模
を
誇
る
大
会
へ
成
長

を
遂
げ
ま
し
た
。さ
ら
に
、愛
知
県

と
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
た
世
界
ラ

リ
ー
選
手
権
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
開
催

の
機
運
を
高
め
ま
し
た
。

▲2023年大会(県営新城総合公園)

▲2006年大会(ふれあいパークほうらい)

▲2023年大会(県営新城総合公園)

▲2007年大会(桜淵公園)

▲2018年大会(県営新城総合公園)

▲ラリージャパン2022
　(鬼久保ふれあい広場)

◀ラリージャパン2023(作手総合支所)

日時

会場

入場
無料

見
ど
こ
ろ
1

見
ど
こ
ろ
2

見
ど
こ
ろ
3

日

　
ラ
リ
ー
競
技
以
外
に
も
デ
モ
ラ
ン

走
行
を
会
場
内
で
実
施
す
る
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、多
く
の

人
た
ち
が
楽
し
め
る
工
夫
を
凝
ら
し

ま
し
た
。

こ
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所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
、贈
与
税
の
申
告

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
納
税
と
な
る

方
は
申
告
が
必
要
で
す

■�

事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ

る
方

　
令
和
５
年
中
の
各
種
所
得
金
額
の
合

計
額
か
ら
、基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
基

礎
と
し
て
算
出
し
た
税
額
が
、配
当
控

除
・
年
末
調
整
に
よ
り
受
け
た
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
の
合
計
金
額
よ
り
も

多
い
方

■
給
与
所
得
が
あ
っ
た
方

◆�

令
和
５
年
中
の
給
与
収
入
が
２
千
万

円
を
超
え
た
方

◆�

１
カ
所
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
方
で
、給
与
所
得
や
退
職

所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
た
方

◆�

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

て
、年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
給
与

の
収
入
金
額
と
各
種
の
所
得
金
額（
給

与
所
得
、退
職
所
得
を
除
く
）と
の
合

計
額
が
20
万
円
を
超
え
た
方
な
ど

■
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
た
方

◆��
令
和
５
年
中
の
公
的
年
金
な
ど
の
収

入
が
４
０
０
万
円
を
超
え
た
方

◆�

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
を
超
え
た
方

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
、源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
し
た
税
金

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆�

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
、購
入
ま
た
は
増
改

築
し
た
方

◆�

令
和
５
年
中
に
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
方

◆�

災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
方

◆��

年
の
途
中
で
退
職
し
、再
就
職
し
て

い
な
い
た
め
に
年
末
調
整
を
受
け
て

い
な
い
方

◆�

年
末
調
整
で
諸
控
除
の
手
続
き
を
し

な
か
っ
た
方

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
を

さ
れ
る
方
へ

　
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と
な
ら
れ

た
こ
と
を
機
に
免
税
事
業
者
か
ら
課
税

事
業
者
に
な
ら
れ
た
方
は
、イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
事
業
者
の
登
録
日
以
降
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、売
上
げ
及
び
仕
入
れ（
経
費
）

に
係
る
各
金
額
を
、８
％（
軽
減
税
率
）

と
10
％（
標
準
税
率
）に
区
分
す
る
と
と

も
に
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
後
の
仕

入
れ
に
つ
い
て
、イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事

業
者
か
ら
の
仕
入
れ
と
そ
れ
以
外
の
者

か
ら
の
仕
入
れ
に
区
分
し
た
上
で
、そ

れ
ぞ
れ
の
科
目
ご
と
に
集
計
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

市
県
民
税
の
申
告

市
県
民
税
申
告
が
必
要
な
方

　
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
市
内
在
住

で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

申
告
が
必
要
で
す
。

■�

令
和
５
年
中
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た

方
で
、確
定
申
告
が
不
要
の
方

◆�

営
業
、農
業
、不
動
産
、利
子
、配
当

な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
方

◆�

土
地
、建
物
な
ど
を
売
却
し
た
方（
収

用
以
外
）

■�

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
た
方
で
確

定
申
告
不
要
の
方

◆�

扶
養
控
除
等
申
告
書
を
提
出
し
て
な

い
方

◆�

社
会
保
険
料
控
除
や
生
命
保
険
料
控

除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

■�

給
与
所
得
が
あ
っ
た
方
で
確
定
申
告

不
要
の
方

◆�

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
給
与

収
入
が
あ
る
方
で
、年
末
調
整
を
し

て
な
い
方

◆�

令
和
５
年
中
に
退
職
し
た
方

◆�

給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
方

◆�

雑
損
控
除
、医
療
費
控
除
な
ど
を
受

け
よ
う
と
す
る
方

■�

令
和
５
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
方

や
非
課
税
所
得
の
み
で
あ
っ
た
方

　
ほ
か
の
親
族
の
税
金
上
の
扶
養
に

な
っ
て
い
な
い
方

市
県
民
税
申
告
が
不
要
な
方

◆�

令
和
５
年
分
の
確
定
申
告
を
し
た
方

◆�

給
与
の
み
の
方
で
年
末
調
整
を
し
た

方

税の申告が始まります　
申告相談は事前予約制

申告相談の期間
２月16日㈮～３月15日㈮　
※土日、祝日は除く

８７５８０８１４６ID

問合せ　税務課（TEL23–7615）
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「
自
宅
等
か
ら
ｅ-

Ｔａｘ
申
告
」

が
便
利
で
す

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の�

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、画
面
の
案
内
に
沿
っ
て
入

力・操
作
す
る
こ
と
で
、所
得
税
の

申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
、収

支
内
訳
書
の
ほ
か
、消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
申
告
書
の
作
成
・

送
信
が
可
能
で
す
。

森
林
環
境
税（
国
税
）の�

課
税
が
始
ま
り
ま
す

　
森
林
環
境
税
は
、国
内
に
住
所

の
あ
る
個
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ

る
国
税
で
、令
和
６
年
度
か
ら
年

額
千
円
を
個
人
住
民
税
均
等
割
と

併
せ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

新城税務署 新城市

会場 新城税務署別館会議室 市役所東庁舎会議室 •市民センターほうらい
•作手総合支所

受付日時
（土日祝日を除く）

2月16日㈮～3月15日㈮
9：00～16：00

2月16日㈮～3月8日㈮
9：00～15：00

3月11日㈪～15日㈮
9：00～15：00

会場の
受付方法

入場整理券の配付
①LINEで事前発行

②会場前で当日配付

※�入場整理券の配付状況に応じ、後日の
来場をお願いすることがありますので
ご了承下さい。

電話またはインターネットによる完全予約
■電話
　0570-055-446（通話料がかかります）
　受付時間　9:00～17:00（土日、祝日を除く）
　予約開始　１月25日㈭
■インターネット
　�氏名、電話番号、メールアドレスなどを入力
します。事前の確認をお願いします。
　受付時間　24時間可能
　予約開始　１月19日㈮
※�予約は前日までにお願いします。�
（当日分の予約はできません。）

その他

申告に関する相談
電話　22-2141（自動音声案内で「0」）
応答期間　３月15日㈮まで
会場では基本的にご自身のスマートフォン
で申告していただきます。
事前にマイナポータルアプリをインストール
しておくと、申告書の作成がスムーズです。
■必要なもの
◆スマートフォン
◆�源泉徴収票などの申告書作成に必要な
書類
◆�マイナンバーカード
◆�カード発行時に設定した次のパスワード
・�署名用電子証明書（英数字6桁から16桁）
・�利用者証明用電子証明書（数字4桁）

次の申告相談は新城税務署へ
①住宅借入金等特別控除（初年度）
②準確定申告（亡くなった方の申告）
③青色申告　　
④山林所得
⑤譲渡所得（土地・建物・株式）
⑥先物取引に係る雑所得
⑦過年分の申告
⑧消費税及び地方消費税・贈与税の申告
　上記以外でも申告内容によっては新城税務署
で相談をお願いすることがあります。

申告相談の日程・会場

◀国税庁
　公式LINEアカウント

▲動画解説 ▲作成コーナー
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ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
を
利
用
し
た
方
へ

　
次
の
①
と
②
に
該
当
し
、ふ
る

さ
と
納
税
し
た
自
治
体
に
申
請

書
を
提
出
し
た
方
は
、確
定
申
告

が
不
要
で
す
。

①�

確
定
申
告・市
県
民
税
の
申
告

を
行
う
必
要
の
な
い
方

②�

ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
自

治
体
数
が
５
団
体
以
内
の
方

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
申
請
が

無
効
と
な
る
場
合

◆��

医
療
費
控
除
な
ど
の
た
め
確

定
申
告
や
市
県
民
税
申
告
を

行
う
場
合

◆�

５
カ
所
を
超
え
る
市
町
村
に

申
請
を
行
っ
た
場
合

◆�

申
告
特
例
申
請
書
に
記
載
し

た
住
所
地
と
賦
課
期
日（
令
和

６
年
１
月
１
日
）現
在
の
住
所

地
が
異
な
る
場
合

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
申
請

を
し
た
方
が
、確
定
申
告
や
市
県

民
税
申
告
を
す
る
場
合
は
、特
例

申
請
分
を
含
め
て
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申告相談に必要なもの

申告相談に行く前に準備できているかチェックしましょう！

［前年以前に確定申告をされた方］
□�税務署からの「おしらせハガキ」や「お知らせ通知書」、または税務署発行の利用者識別番号・�
暗証番号（ID・パスワード）の分かるもの
□申告書の控えなど申告内容が分かるもの

□�マイナンバーが
分かるもの

□�身元確認が�
できるもの

□�本人名義の預貯金通帳またはキャッシュ
カード（所得税の還付を受ける方）

所得の確認のために必要なもの

給与所得者、公的年金等受給者 源泉徴収票（原本）

営業・農業・不動産所得のある方

◦収支内訳書
◦�所得確認に必要な帳簿類（収入の分かるもの、経費の領収書、�
固定資産税課税明細書など）
※収支計算していない方は、相談受付できません。

控除を受けるために必要なもの

扶養控除 扶養控除・配偶者（特別）控除を受ける場合は、その方の所得および
個人番号が分かるもの

社会保険料（国民年金など）・
生命保険料・地震保険料 控除証明書

医療費控除

領収書の添付または提示だけでは、医療費控除が受けられません。
次の①②の書類の作成・添付が必要です。
①医療費控除の明細書の作成
②保険者が発行する医療費の通知書の添付
※�領収書の合計額だけ計算した場合のみでは、相談受付できません。
①を作成してからお越しください。
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区　分 借　家 実　家 差　額
食費 50,000

30,000 -78,000住居 40,000
光熱・水道 13,000
家具・家事用品 5,000
衣服など 10,000 10,000 0
保険医療 5,000 5,000 0
交通費 0 12,000 12,000
通信 7,000 7,000 0
その他雑費 10,000 10,000 0
生活費支出計（単月） 140,000 74,000 -66,000
生活費支出計（年間） 1,680,000 888,000 -792,000
※個人差があります

　
令
和
４
年
度
に
移
住
定
住
担
当
部
署

を
新
設
し
、地
域
の
活
性
化
や
担
い
手

確
保
に
繋
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。近
年
、本
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ

れ
て
い
る
方
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

当
た
り
前
が
魅
力
的

　「
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
で
暮
ら
し

た
い
」「
古
民
家
で
カ
フ
ェ
を
創
業
し
た

い
」「
自
然
を
活
か
し
て
キ
ャ
ン
プ
場
を

創
業
し
た
い
」「
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
い
」

な
ど
、様
々
な
理
由
で
移
住
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
愛
知
県
で
２
番
目
に
広
い
面
積
を
誇

る
新
城
市
は
、市
街
地
か
ら
山
間
部
ま

で
ゆ
と
り
の
あ
る
自
然
豊
か
な
街
で
す
。

新
東
名
高
速
道
路
も
開
通
し
、ア
ク
セ

ス
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
市
で
育
っ
た
方
に
と
っ
て
は
当
た

り
前
と
感
じ
て
い
る
コ
ト
や
モ
ノ
が
、

移
住
さ
れ
る
方
に
は
魅
力
的
に
感
じ
る

コ
ト
や
モ
ノ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、

本
市
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、来
訪
に
つ
な
が
る
情
報
発
信

を
し
て
い
ま
す
。

空
き
家

　
移
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
が
増
加

し
て
い
る
の
と
同
時
に
、移
住
に
関
す

る
相
談
件
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
多
く
が「
空
き
家
を
探

し
て
い
る
」と
い
う
も
の
で
す
。

　
移
住
す
る
に
は「
住
ま
い
」の
確
保
が

必
須
で
す
。
ア
パ
ー
ト
等
の
借
家
を
希

望
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
が
、空
き
家
を

探
し
て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　
し
か
し
、空
き
家
は
あ
っ
て
も
物
件

と
し
て
紹
介
で
き
る
空
き
家
が
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　
本
市
で
は
、移
住
定
住
に
協
力
い
た

だ
け
る
事
業
者
の
登
録
制
度
を
行
っ
て

い
ま
す
。
登
録
事
業
者
は
こ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　「
仏
壇
が
あ
る
か
ら
」「
愛
着
が
あ
る

か
ら
」「
片
付
け
が
出
来
て
い
な
い
か
ら
」

な
ど
、様
々
な
理
由
で
空
き
家
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
空
き
家
は
長
く
放
置
し
て
お
く
と
修

繕
が
必
要
と
な
り
、場
合
に
よ
っ
て
は

野
生
動
物
が
棲
み
つ
く
等
、活
用
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
空
き
家
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
で
利

活
用
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

市
役
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
登
録
事

業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、空
き
家
と
い
っ
て
も
所
有
者

の
方
の
財
産
で
す
。

近
隣
の
方
か
ら
空
き

家
利
活
用
に
つ
い
て

強
要
等
は
お
控
え
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

地
域
の
力

　
移
住
さ
れ
て
く
る
方
は
、そ
の
地
域

に
知
り
合
い
が
少
な
く
、地
域
の
ル
ー

ル
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
方
は
、挨
拶
か
ら
お
互
い
の

こ
と
を
知
り
、新
た
な
仲
間
と
し
て
温

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

実
家
の
良
さ

　
全
国
の
中
山
間
地
域
な
ど
で
は
、少

子
高
齢
化
だ
け
で
な
く
、若
者
が
市
外

へ
移
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

勤
務
先
や
大
学
等
の
近
隣
に
借
家
を
借

り
て
生
活
し
て
い
る
若
者
も
多
く
い
ま

す
。

　
本
市
に
実
家
が
あ
り
、通
勤
や
通
学

が
可
能
な
方
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、

貯
蓄
や
旅
行
、趣
味
に
使
え
る
お
金
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
ぐ
田
舎 

す
ぐ
都
会 

～
新
城
市
の
移
住
定
住
施
策
～

問
合
せ
　
企
画
調
整
課（
TEL��23–

７
６
２
０
）

▶�

近
隣
市
町
村
へ
就
職
を
し
て
、ア
パ
ー
ト
暮

ら
し
を
し
た
場
合
と
実
家
か
ら
通
勤
し
た

場
合
と
の
比
較
例

▲インスタグラム
「しんしろライフ」

▲登録事業者
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若者議会アンケート 

先輩の声
若者議会メンバーとして１年間活躍してきた第９期の先輩たちからのメッセージです。

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ

　第
10
期
若
者
議
会
の
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
ま
す
。
若
者
議
会

の
活
動
を
通
し
て
、
あ
な
た
の
新

城
へ
の
想
い
を
実
現
し
よ
う
！

対
象

　お
お
む
ね
16
歳
か
ら
29

歳
ま
で
の
市
内
在
住
、

在
学
、
在
勤
の
方

定
員

　20
人
以
内

任
期

　１
年

回
数

　月
３
回
程
度
（
視
察
・

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
よ
り

増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）

申
込

　３
月
14
日
㈭
ま
で
に
左

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
、
応
募
用
紙
を

市
民
自
治
推
進
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　新
城
市
に
ゆ
か
り
の

な
い
方
で
も
市
外
委
員

と
し
て
応
募
で
き
ま
す
。

　
　
　（定
員
５
人
以
内
）

若
者
議
会
と
は
？

　若
者
が
意
見
を
出
し
合
い
、

若
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
の
実
現

に
向
け
て
政
策
を
立
案
し
ま
す
。 ▲申込フォーム

▲回答フォーム

2 1 7 1 8 6 3 9 4ID 問合せ　市民自治推進課　　 23-7697　MAIL: shiminjichi@city.shinshiro.lg.jp

若者議会メンバー募集第10期

1月15日㈪～3月14日㈭募 集 期 間

迷っている方必見！ 第10期生募集説明会＆みてふれ講座
　私でもできるかな？学業や仕事と両立できるかな？などなど。不安な点を解消するチャンス！
現役メンバーと直接話したり、第９期生の取り組みについても聞くことができます。

日時：２月22日㈭
　　　19：00～21：00
場所：市役所４階会議室
申込：下の申込フォームから
　　　お申し込みください。
※申込みは、
　２月18日㈰まで。

【募集説明会の流れ】
①活動報告　　　若者議会の活動や第９期の取り組みにつ

いて、聞くことができます。
②巨大すごろく　みんなで協力しながら、新城市や若者議

会について楽しく学んでみよう！
③お悩み相談会　若者議会に入る前に聞きたいことや不安

な点を経験者に相談できます。
④若者議会体験　若者議会の会議を体験できます。　

実際の雰囲気を肌で感じてみよう！

若者議会とは何か？レクリエー
ションを交えながら、楽しく学
んで交流します。申し込みや相談は市民自治推進課へ

あなたの新城への想いを熱く語
っていただきます。

今まで考えてきた政策に込めた
想いを、各担当課にぶつけま
す。

市の政策として必要なことをと
ことん考え、政策としての精度
を高めていきます。

答申終了後は、政策実現に向け
た準備をします。

　新城市のまだ知らない魅力を知ることが
できます。社会人や学生などいろんな方と
関わったので、対話をするときの自信がつ
いた経験になりました。

約半年かけて練り上げた政策を
市長に提出します。委員として
の集大成！

市の政策とは？検討している政
策にニーズはあるの？考えるこ
とはたくさん！

３月の市議会で承認されれば、
翌年度実際にカタチになるよ！

すが  ぬま けん  た

いろんな人と
関われる機会

菅沼　堅太 さん

　新城市の新たな魅力の発見、そして自分
自身の新発見もできます。若者議会のメン
バーとともに新城市の役に立てる貴重な喜
びを得ることができました。

　若者議会の政策に多くの若者の意見
を反映させるために、若者の皆さんが新
城市や若者議会についてどのような考え
をお持ちなのか知りたいと思っています。 
　是非アンケートに御協力ください。 
　アンケートは、右の回答フォームから
回答をお願いします。 

はし  もと あい   な

自分自身の新たな発見

橋本　愛那 さん

市長答申 次へ

政策再検討 中間報告 政策検討

準備会 所信表明

月 実現へ4月2～
3月

9～
0月 ８月 6～

7月

４月応募期間1～
3月 ５月

一緒に若者議会を
やろう！！

詳しくは市ホームページを
ご覧ください！

申込フォーム▶

対　　象：中学生から29歳
　　　　　までの全ての若者 
回答期限：３月14日㈭まで
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若者議会アンケート 

先輩の声
若者議会メンバーとして１年間活躍してきた第９期の先輩たちからのメッセージです。

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ

　第
10
期
若
者
議
会
の
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
ま
す
。
若
者
議
会

の
活
動
を
通
し
て
、
あ
な
た
の
新

城
へ
の
想
い
を
実
現
し
よ
う
！

対
象

　お
お
む
ね
16
歳
か
ら
29

歳
ま
で
の
市
内
在
住
、

在
学
、
在
勤
の
方

定
員

　20
人
以
内

任
期

　１
年

回
数

　月
３
回
程
度
（
視
察
・

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
よ
り

増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）

申
込

　３
月
14
日
㈭
ま
で
に
左

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
、
応
募
用
紙
を

市
民
自
治
推
進
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　新
城
市
に
ゆ
か
り
の

な
い
方
で
も
市
外
委
員

と
し
て
応
募
で
き
ま
す
。

　
　
　（定
員
５
人
以
内
）

若
者
議
会
と
は
？

　若
者
が
意
見
を
出
し
合
い
、

若
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
の
実
現

に
向
け
て
政
策
を
立
案
し
ま
す
。 ▲申込フォーム

▲回答フォーム

2 1 7 1 8 6 3 9 4ID 問合せ　市民自治推進課　　 23-7697　MAIL: shiminjichi@city.shinshiro.lg.jp

若者議会メンバー募集第10期

1月15日㈪～3月14日㈭募 集 期 間

迷っている方必見！ 第10期生募集説明会＆みてふれ講座
　私でもできるかな？学業や仕事と両立できるかな？などなど。不安な点を解消するチャンス！
現役メンバーと直接話したり、第９期生の取り組みについても聞くことができます。

日時：２月22日㈭
　　　19：00～21：00
場所：市役所４階会議室
申込：下の申込フォームから
　　　お申し込みください。
※申込みは、
　２月18日㈰まで。

【募集説明会の流れ】
①活動報告　　　若者議会の活動や第９期の取り組みにつ

いて、聞くことができます。
②巨大すごろく　みんなで協力しながら、新城市や若者議

会について楽しく学んでみよう！
③お悩み相談会　若者議会に入る前に聞きたいことや不安

な点を経験者に相談できます。
④若者議会体験　若者議会の会議を体験できます。　

実際の雰囲気を肌で感じてみよう！

若者議会とは何か？レクリエー
ションを交えながら、楽しく学
んで交流します。申し込みや相談は市民自治推進課へ

あなたの新城への想いを熱く語
っていただきます。

今まで考えてきた政策に込めた
想いを、各担当課にぶつけま
す。

市の政策として必要なことをと
ことん考え、政策としての精度
を高めていきます。

答申終了後は、政策実現に向け
た準備をします。

　新城市のまだ知らない魅力を知ることが
できます。社会人や学生などいろんな方と
関わったので、対話をするときの自信がつ
いた経験になりました。

約半年かけて練り上げた政策を
市長に提出します。委員として
の集大成！

市の政策とは？検討している政
策にニーズはあるの？考えるこ
とはたくさん！

３月の市議会で承認されれば、
翌年度実際にカタチになるよ！

すが  ぬま けん  た

いろんな人と
関われる機会

菅沼　堅太 さん

　新城市の新たな魅力の発見、そして自分
自身の新発見もできます。若者議会のメン
バーとともに新城市の役に立てる貴重な喜
びを得ることができました。

　若者議会の政策に多くの若者の意見
を反映させるために、若者の皆さんが新
城市や若者議会についてどのような考え
をお持ちなのか知りたいと思っています。 
　是非アンケートに御協力ください。 
　アンケートは、右の回答フォームから
回答をお願いします。 

はし  もと あい   な

自分自身の新たな発見

橋本　愛那 さん

市長答申 次へ

政策再検討 中間報告 政策検討

準備会 所信表明

月 実現へ4月2～
3月

9～
0月 ８月 6～

7月

４月応募期間1～
3月 ５月

一緒に若者議会を
やろう！！

詳しくは市ホームページを
ご覧ください！

申込フォーム▶

対　　象：中学生から29歳
　　　　　までの全ての若者 
回答期限：３月14日㈭まで
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今
年
も
厳
選
し
た
４
作
品
と
関
連
企

画
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
、ご
来
場

く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
３
月
９
日
㈯
、10
日
㈰

場
所
　
新
城
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

料
金
　
１
作
品
に
つ
き

　
　
　
前
売
り（
一
般
）　
５
０
０
円

　
　
　
当
　
日（
一
般
）　
８
０
０
円

　
　
　�

新
城
文
化
会
館
と
ピ
ア
ゴ
新
城

店
で
発
売
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他�

　
関
連
企
画
と
し
て
、「
グ
ル

メ
映
画
ポ
ス
タ
ー
展
＆
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
」「
し
ん
し
ろ
マ
マ

ち
ゃ
ん
ブ
ラ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
」
に
加
え
、
今
年
は
、
久
遠

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
市
内
お
菓
子

店
に
よ
る「
ま
ち
な
か
お
菓
子

マ
ル
シ
ェ
」を
開
催
し
、展
示
販

売
し
ま
す（
現
金
の
み
）。
入
場

は
無
料
で
す
。

　
新
城
市
民
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
（案）

に
つ
い
て
、意
見
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
　
１
月
25
日
㈭
～
２
月
23
日
㈮

対
象
　
市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
方

提
出
方�

法
　
住
所
、氏
名
を
記
入
の
上
、

持
参
、ファッ
ク
ス(

22-

２
８
５
０)

、

メ
ー
ル(byouin@

city.
shinshiro.lg.jp)

ま
た
は
郵
送

（
〒
４
４
１-

１
３
８
７
新
城
市
字

北
畑
32
番
地
１
）で
担
当へ
提
出
し�

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他�

　
口
頭
や
電
話
に
よ
る
意
見
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、お
寄

せ
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
す
る

個
別
の
対
応
は
行
い
ま
せ
ん
。

計
画
の
閲
覧
方
法
と
閲
覧
場
所

　
　
　�

　
市
民
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
民
病
院
総
務
企
画
課（
３
階
）、

本
庁
舎
秘
書
人
事
課（
３
階
）、

各
総
合
支
所

▲詳細情報

瀬戸内寂聴　99年生きて思うこと
10日㈰　9:30～
2022�KADOKAWA（95分）
監督：中村裕
出演：瀬戸内寂聴

チョコレートな人々
9日㈯　9:30～
2022�東海テレビ（102分）
監督：鈴木祐司

銀河鉄道の父
10日㈰　13:30～
2023�キノフィルムズ（128分）
監督：成島出
出演：役所広司/菅田将暉

大統領の料理人
9日㈯　13:30～
2012�ギャガ（94分）
監督：クリスチャン・ヴィンセント
出演：カトリーヌ・フロ
　　　ジャン・ドルメッソン

©2022「瀬戸内寂聴�99年生きて思うこと」製作委員会 ©東海テレビ放送

©2022「銀河鉄道の父」製作委員会 ©2012�-Armoda�Films-�Vendome�Production�-Wild�Bunch�-�France�2�Cinema

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

し
ん
し
ろ
ま
ち
な
か
映
画
祭

２
０
２
４
を
開
催
し
ま
す

５
１
７
８
７
２
３
７
９

ID問
合
せ
　
市
民
自
治
推
進
課

　
　
　（
T��23–

７
６
９
７
）

市
の
施
策
な
ど
に
あ
な
た
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い 

～
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
～

問
合
せ
　
総
務
企
画
課

　
　
　（
T��23–

７
８
５
２
）
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催
し
・
行
事

第
11
回
健
康
・
医
療
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
臨

床
を
最
前
線
で
行
い
、
直
接
患

者
さ
ん
を
診
て
い
る
人
間
と
報

道
と
の
解
離
が
激
し
く
、
医
療

現
場
に
正
し
い
情
報
が
回
っ
て

い
な
い
と
い
う
危
機
感
か
ら

「
今
週
の
コ
ロ
ナ
ニ
ュ
ー
ス
」

の
配
信
を
始
め
、
テ
レ
ビ
な
ど

に
も
多
数
出
演
し
て
き
た
武む

と
う藤

義よ
し
か
ず和
氏
（
公
立
陶と
う
せ
い生
病
院
感
染

症
内
科
）
が
〜
今
み
ん
な
が
知

り
た
い
こ
と
〜
を
話
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
18
日
㈰
午
後
１
時

　
　
　
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
新
城
文
化
会
館
大
会
議
室

定
員
　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
　
不
要

問
合
せ
　
東
三
河
北
部
医
療
圏

地
域
医
療
対
策
協
議
会

事
務
局

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
７
１
）

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

開
館
60
周
年
式
典

１
８
９
２
２
７
９
６
８

ID

　
こ
れ
ま
で
新
城
市
や
博
物
館

の
学
術
面
の
活
動
に
貢
献
さ
れ

た
方
に
表
彰
を
お
こ
な
い
ま
す
。

ま
た
、
博
物
館
の
こ
れ
ま
で
の

活
動
の
報
告
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
　
２
月
３
日
㈯
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
15
分

場
所
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博

物
館
特
別
展
示
室

そ
の
他
　
博
物
館
へ
の
入
館
に

よ
り
式
典
を
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

問
合
せ
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学

博
物
館

（
ＴＥＬ
35
‐
１
０
０
１
）

新
城
し
ご
と
展
を
開
催
し
ま
す

４
７
２
４
６
９
３
９
５

ID

　
若
い
人
材
が
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
市
内
に
本
社
が

あ
る
企
業
や
魅
力
あ
ふ
れ
る
企

業
が
集
ま
り
ま
す
。
仕
事
内
容

や
社
風
、
求
人
内
容
な
ど
を

ブ
ー
ス
で
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
11
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
新
城
文
化
会
館
展
示
室

対
象
　
求
職
者
、
転
職
希
望
者

（
そ
の
他
見
学
者
も
参

加
可
能
）

費
用
　
無
料

申
込
み
　
特
設
サ
イ
ト
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
会
場
で
の
当
日

受
付
も
可
能
で
す
。

▲特設サイト

問
合
せ
　
新
城
市
雇
用
創
造
協
議
会

（
ＴＥＬ
22
‐
９
１
６
０
）

事
業
継
続
に
関
す
る
相
談
会

６
７
３
９
８
０
９
５
２

ID

　
事
業
継
続
に
不
安
を
抱
え
て

い
る
事
業
者
や
事
業
引
継
ぎ
を

検
討
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
個
別
相
談
会
を
毎
月
実
施
し

て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
４
水
曜
日

午
前
10
時
、
11
時
30
分

　
　
　
※
各
回
約
１
時
間

場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
　
経
営
者
、
後
継
者

費
用
　
無
料

相
談
機
関
　
愛
知
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

申
込
　
産
業
政
策
課
、
商
工
会

窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
書
を
入
手

し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
メ
ー
ル
で
申
込
み
。

申
込
期
限
　
相
談
希
望
日
の

１
週
間
前
ま
で

問
合
せ
　
産
業
政
策
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
４
）

上
級
救
命
講
習
会

　
こ
の
講
習
で
は
、
救
急
車
が

来
る
ま
で
の
適
切
な
処
置
を
１

日
か
け
て
学
び
ま
す
。

日
時
　
２
月
11
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
消
防
署
鳳
来
出
張
所

内
容
　
普
通
救
命
講
習
の
内
容

に
加
え
、
小
児
お
よ
び

乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇

生
法
、
傷
病
者
管
理
法
、

搬
送
法
等
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
　
２
月
８
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
鳳
来
出
張
所

　
　
　（
ＴＥＬ
32
‐
２
８
８
８
）

お知らせ
Information

催
し・行
事

募

　集

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

お知らせ

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

　・個⼈賠償責任補償　　最⼤3億円  　・個⼈賠償責任補償　　最⼤3億円  

　・⾃転⾞事故のケガへの補償　　など  　・⾃転⾞事故のケガへの補償　　など  

ご⼊会受付期間 ご⼊会受付期間 2024/２/1∼9/30  2024/２/1∼9/30  

   ・受託物賠償責任補償　最⼤3億円    ・受託物賠償責任補償　最⼤3億円 

交通安全友の会事務局   

豊橋市中野町字平北80番地   
☎ 0120-960-958   

お申込は   
こちらから   

オンライン学科教習   
好評受付中！！   3⽉中に免許取得コース！  

今すぐにお問い合わせを  

・スケジュール作成 無料 

「交通安全友の会」⼊会のご案内  「交通安全友の会」⼊会のご案内  
会費は⽉々にすると  会費は⽉々にすると  

３０６円∼  ３０６円∼  
※３学年分⼀時払いの場合

対　象  対　象  ⼩学⽣ ∼ ⼤学⽣  ⼩学⽣ ∼ ⼤学⽣  

☎ 0120-184-895   

引受保険会社： 引受保険会社： 

三井住友海上⽕災保険株式会社 三井住友海上⽕災保険株式会社 

・技能教習キャンセル 無料 

・送迎バス 無料 

⼤学⽣・専⾨学⽣の⽅へ  

‼

広
告
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催
し・行
事

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

募

　集

お知らせ

め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
補
助
金
及
び
地
域
活
動

交
付
金
成
果
報
告
会

３
２
６
９
２
９
６
５
５

ID

　
め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
補
助
金
及
び
地
域
活
動
交

付
金
の
活
動
成
果
な
ど
を
パ
ネ

ル
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
落
語
家
微ほ

ほ
え
み
て
い

笑
亭
さ
ん

太た

氏
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
落
語
や
活
動
団
体
の
紹

介
・
物
販
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
３
月
２
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
〜
１
時

　
　
　
落
語
は
午
前
11
時
〜
正
午

場
所
　
新
城
文
化
会
館
展
示
室

費
用
　
無
料

問
合
せ
　
市
民
自
治
推
進
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
９
７
）

認
知
症
家
族
の
交
流
会

６
９
４
７
１
５
２
５
３

ID

　
認
知
症
の
方
の
家
族
の
方
を

対
象
に
、
認
知
症
家
族
介
護
の

経
験
者
を
交
え
て
の
家
族
同
士

の
情
報
交
換
や
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
。
同
居
、
別
居
ど
ち
ら

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

日
時
　
２
月
８
日
㈭
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
新
城
文
化
会
館

３
０
１
会
議
室

費
用
　
１
０
０
円

そ
の
他
　
予
約
不
要
。
時
間
内

は
自
由
に
入
退
室
で
き

ま
す
。
認
知
症
の
方
と

一
緒
に
参
加
を
希
望
す

る
場
合
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
８
８
）

介
護
入
門
講
座

　
シ
ニ
ア
向
け
に
、
介
護
の
初

歩
的
な
知
識
や
技
術
を
学
べ
る

講
座
で
す
。

対
象
　
東
三
河
８
市
町
村
に
在

住
、
在
勤
の
シ
ニ
ア
の

方
な
ど(

介
護
事
業
所

な
ど
に
所
属
し
て
い
な

い
方)

開
催
日
　
３
月
１
日
㈮
、
５
日

㈫
、
６
日
㈬
、
12
日
㈫
、

13
日
㈬
の
全
５
日
１

コ
ー
ス

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

定
員
　
40
名
（
先
着
順
）

会
場
　
中
部
福
祉
保
育
医
療
専

門
学
校
（
豊
川
市
）

費
用
　
無
料

申
込
　
２
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で

に
中
部
福
祉
保
育
医
療
専

門
学
校
（
ＴＥＬ
０
５
３
３
‐

83
‐
４
０
０
０)

へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
８
８
）

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
ま
す

３
６
９
１
５
４
１
８
４

ID

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操

作
な
ど
を
学
べ
ま
す
。

費
用
　
無
料

持
ち
物
　
お
持
ち
の
ス
マ
ホ

（
貸
出
し
ス
マ
ホ
あ
り
）

■
教
室
①

講
師
　
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
新
城
店

定
員
　
各
回
11
人
（
先
着
順
）

申
込
　
菱
和
テ
レ
コ
ム

（
ＴＥＬ
０
５
２
‐
７
３
２

‐
７
７
３
３
）
に
電
話

で
申
込
み

日にち 場所 時間

2月
7日㈬

商工会議所
2階会議室 ①10:00

〜11:00
②11:30
〜12:302月

14日㈬
新城文化会館
101会議室

■
教
室
②

講
師
　
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
新
城

定
員
　
各
回
５
人
（
先
着
順
）

場
所
　
新
城
文
化
会
館

１
０
３
会
議
室

申
込
　
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
新
城

（
ＴＥＬ
23
‐
８
５
５
５
）

に
電
話
で
申
込
み

①10:00
～11:00

②11:30
～12:30

③14:00
～15:00

④15:30
～16:30

2月
7日㈬ 入門編 活用編 入門編 活用編2月
21日㈬
入門編：電話、文字入力、メール
活用編：写真 /動画・地図アプリ・インターネットの
　　　　利用・アプリを楽しもう

問
合
せ
　
情
報
政
策
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
１
２
）

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

高校生以下

広
告
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催
し・行
事

募

　集

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

労
働
者
協
同
組
合
に
関
す
る
説
明
会

１
３
４
８
１
１
１
０
３

ID

　
労
働
者
協
同
組
合
は
、
労
働

者
協
同
組
合
法
に
基
づ
い
て
設

立
さ
れ
た
新
し
い
法
人
で
す
。

こ
の
組
合
に
関
す
る
説
明
会
を

愛
知
県
と
共
同
開
催
し
ま
す
。
　

協
同
労
働
と
い
う
、
自
分
ら
し

い
主
体
的
な
働
き
方
を
実
現
し

た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
も

可
能
で
す
。

開
催
日
　
２
月
５
日
㈪

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時

会
場
　
新
城
市
役
所
４
階
会
議
室

講
師
　
朝あ
さ
く
ら倉
美み

え江
氏

（
金
城
学
院
大
学
人
間

学
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福

祉
学
科
教
授
）

申
込
　
１
月
31
日
㈬
ま
で
に
申

込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▲申込フォーム

問
合
せ
　
市
民
自
治
推
進
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
９
７
）

献
血
バ
ス
が
来
ま
す

６
３
２
０
０
５
７
９
６

ID

　
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
患

者
さ
ん
の
尊
い
命
を
救
う
た
め
、

16
歳
〜
69
歳
ま
で
の
健
康
な
方

に
献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

日
時
　
２
月
16
日
㈮

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
１
時
〜
４
時

受
付
　
市
役
所
１
階
情
報
カ

フ
ェ

対
象
　
16
歳
〜
69
歳
（
65
歳
以

上
の
方
は
、
献
血
経
験

の
あ
る
方
の
み
）

問
合
せ
　
福
祉
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
２
４
）

観み
に
来こ
ん
か
ん館
２
月
の
展
示

四
谷
の
千
枚
田
　

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
展

５
２
２
５
１
９
０
９
４

ID

　
四
谷
千
枚
田
の
風
景
や
、
農

作
業
風
景
、
体
験
学
習
な
ど
を
、

小
・
中
学
生
の
方
に
自
由
に
描

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
賞

作
品
50
点
と
応
募
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

日
時
　
２
月
２
日
㈮
〜
28
日
㈬

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　（
月
・
火
曜
日
休
館
）

場
所
　
観
来
館

（
鳳
来
寺
山 

表
参
道
入
口
）

出
展
者
募
集
　
出
展
料
は
無
料
。

鳳
来
寺
山
や
奥
三
河
地

区
を
題
材
と
し
た
作
品

出
展
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ
　
鳳
来
地
域
課

　
　
　（
ＴＥＬ
22
‐
９
９
３
３
）

募 

集
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

　
お
花
見
を
テ
ー
マ
に
、
行
楽

弁
当
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
３
月
２
日
㈯

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
　
新
城
青
年
の
家

講
師
　
農
村
輝
き
ネ
ッ
ト
・

し
ん
し
ろ

定
員
　
４
組（
１
組
２
名
ま
で
）

１
人
で
の
参
加
も
可
能

で
す
。（
先
着
順
）

費
用
　
１
人
１
，
０
０
０
円
　

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

マ
ス
ク

申
込
　
２
月
22
日
㈭
ま
で
に
電

話
ま
た
は
直
接
農
業
課

へ
お
越
し
下
さ
い
。

問
合
せ
　
農
業
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
２
）

市
内
小
・
中
学
校
に

勤
務
す
る
講
師
を
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
・
中
学
校
で
講
師
と
し
て
勤

務
し
た
い
方
の
登
録
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
学

校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
講
師
登
録
が
で
き
る
方
は
、

小
学
校
教
員
免
許
ま
た
は
中
学

校
教
員
免
許
を
所
有
す
る
方
で

す
。

▲講師登録
エントリーフォーム

問
合
せ
　
学
校
教
育
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
０
７
）

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告



20広報しんしろ
広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

  2024.2

催
し・行
事

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

募

　集

お知らせ

広
告

広
告

そ
の
ほ
か

定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の

確
認
を
し
ま
し
ょ
う

５
０
７
４
４
９
３
１
１

ID

　
宅
内
給
水
管
の
老
朽
化
な
ど

で
漏
水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
漏
水
の
確
認
方
法

　
ご
自
分
で
確
認
が
で
き
ま
す
。

漏
水
の
確
認
方
法
は
、
①
お
宅

に
あ
る
全
て
の
蛇
口
を
完
全
に

閉
め
る
。
②
水
道
メ
ー
タ
ー

(

量
水
器
）
の
ふ
た
を
開
け
る
。

③
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転

し
て
い
る
か
確
認
す
る
。

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い

る
場
合
は
漏
水
し
て
い
ま
す
。

■
漏
水
が
確
認
さ
れ
た
場
合

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
市
指
定
給
水
装
置
工
事

店
へ
連
絡
し
、
修
理
し
て
く
だ

さ
い
。
修
理
費
用
や
漏
水
量
を

含
ん
だ
水
道
料
金
は
、
お
客
様

の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
を
定
期
的
に

確
認
し
、
漏
水
の
早
期
発
見
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　
宅
内
漏
水
は
し
て
い
な
い
が
、

以
前
に
比
べ
て
水
圧
が
弱
く

な
っ
た
場
合
は
、
本
管
漏
水
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
整
備

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ここが回っていると
　宅内漏水しています

問
合
せ
　
経
営
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
４
５
）

　
整
備
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
４
４
）

お
む
つ
代
は
、
医
療
費
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す

９
５
３
１
０
２
７
６
１

ID

　
お
む
つ
代
は
医
師
が
発
行
し

た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
を

申
告
の
際
に
提
示
ま
た
は
添
付

す
る
と
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
２
年
目
以
降
は
、

お
む
つ
使
用
証
明
書
の
代
わ
り

に
東
三
河
広
域
連
合
が
確
認
し

た
書
面
（
申
請
が
必
要
）
で
も

控
除
が
で
き
ま
す
。

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の
認

定
を
受
け
た
方

②
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
方

③
尿
失
禁
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
方

費
用
　
２
０
０
円

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
８
８
）

支
所
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
受
け
取
り
可
能
日

４
８
８
７
０
７
２
９
４

ID

■
鳳
来
総
合
支
所

　

　
２
月
14
日
㈬
、
28
日
㈬

■
作
手
総
合
支
所

　

　
２
月
１
日
㈭
、
15
日
㈭

　
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
市
民
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
２
８
）

「
高
齢
者
通
い
の
場
」
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

８
８
６
０
６
６
４
３
７

ID

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
高
齢
者

が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

参
加
者
間
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
や
相
互
の
見
守
り
を
促
進
し
、

高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
や
孤
立
化

を
予
防
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
通

い
の
場
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
高
齢
者
の
通
い
の
場
と
は

　
地
域
の
高
齢
者
や
住
民
が
中

心
と
な
っ
て
運
営
す
る
高
齢
者

の
た
め
の
つ
ど
い
の
場
で
す
。

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
８
８
）

新
し
い
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

■
海
老
（
千
原
田・山
中・須
山
）

地
区

　
夏な
つ
め目
保や
す
お夫
氏

■
本
久
・
栗
衣
・
大
平
地
区

　
阿あ

べ部
和か
ず
こ子
氏

問
合
せ
　
福
祉
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
２
４
）

青
年
の
家
写
生
大
会
入
賞

作
品
を
決
定
し
ま
し
た

２
２
６
１
６
２
５
６
４

ID

　
11
月
に
開
催
し
た
青
年
の
家

写
生
大
会
の
入
賞
者
は
次
の

方
々
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

最
優
秀
賞

　
近こ
ん
ど
う藤
芙ふ
み
こ
光
子
さ
ん（
名
古
屋
市
）

優
秀
賞

　
山や

ま
も
と本
浩こ
う
じ司
さ
ん
（
新
城
市
）

　
神か

み
や谷
あ
や
子こ

さ
ん（
新
城
市
）

　
新に

い
か
わ川
由ゆ

い依
さ
ん
（
新
城
市
）

　
関せ

き
も
と本
怜れ
い
華か

さ
ん
（
東
栄
町
）

　
応
募
作
品
は
青
年
の
家
、
市
役

所
、
図
書
館
で
巡
回
展
示
し
ま
す
。

問
合
せ
　
生
涯
共
育
課

（
ＴＥＬ
23
‐
７
６
３
９
）

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。
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催
し・行
事

募

　集

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

令和４年度に募集した共育川柳を紹介します

ありがとう ちいさくなった ぶんぼうぐ
山本　惺二郎さん
やまもと せいじろう

ハローワーク新城（℡ 22-1160）

事業主の皆様へ　
FAX手続きの廃止に向けた取り組み

　各種手続きのオンライン化・業務効率化
を図るため、FAXの利用廃止に向けた取り
組みを行うこととしました。これまで FAX
において提供してきた情報提供については、
順次求人者マイページの活用及び電子メー
ルでの送付へ変更を行っています。
　メールを送受信する環境がないなど、電
子メールが利用できない事情がある場合に
ついては、ハローワーク新城までお問合せ
ください。
　ご協力お願いいたします。

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
及
び

廃
車
の
届
出

　
年
度
末
は
軽
自
動
車
の
名
義
変
更
、

廃
車
の
届
出
が
集
中
し
、
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
。
名
義
変
更
及
び
廃

車
の
届
出
は
３
月
中
旬
頃
ま
で
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▲軽自動車
　検査協会

問
合
せ
　
軽
自
動
車
検
査
協
会

豊
橋
支
所
（
ＴＥＬ
０
５
０
‐

３
８
１
６
‐
１
７
７
１
）

（
仮
称
）
新
城
・
設
楽
風
力

発
電
事
業
可
能
性
検
討
に

伴
う
調
査
地
区
説
明
会

　
作
手
地
区
な
ど
で
計
画
し
て

い
る
風
力
発
電
の
事
業
概
要
や

可
能
性
検
討
に
伴
う
調
査
の
概

要
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
①
２
月
17
日
㈯
　

②
３
月
２
日
㈯

　
　
　
両
日
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
　
①
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
う

　
　
　
　
ら
い
集
会
室

　
　
　
②
新
城
文
化
会
館

　
　
　
　
３
０
１
講
習
室

対
象
　
市
内
在
住
者

定
員
　
各
90
人

説
明
者
　
中
部
電
力
㈱

　
　
　
　
㈱
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｆ

問
合
せ
　
中
部
電
力
㈱
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
ン
パ

ニ
ー

（
ＴＥＬ
０
５
２
‐
９
７
３

‐
２
２
４
９
）

市
内
の
注
視
区
域
を
調
査
し
ま
す

　
重
要
土
地
等
調
査
法
に
基
づ

き
、
国
は
1
月
15
日
に
市
内
の

一
部
の
区
域
を
注
視
区
域
と
し

て
指
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
区
域
は
、
国
の
重
要
施

設
が
何
ら
か
の
行
為
か
ら
阻
害

さ
れ
な
い
よ
う
に
指
定
し
た
も

の
で
す
。

注
視
区
域

本
宮
山
無
線
中
継
所
施
設
を
中

心
と
し
た
周
囲
約
1
㎞
の
区
域

　
詳
し
く
は
内
閣
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲内閣府

問
合
せ
　
内
閣
府
重
要
土
地
等

調
査
法
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
ＴＥＬ
０
５
７
０
‐

０
０
１
‐
１
２
５)

譲りたいもの
◆ＬＰガス用ガスファンヒーター
◆ホットカーペット（２畳用）
◆少年少女伝記文学館（20冊）
◆世界文学館（24冊）

譲ってほしいもの

※譲りたいもの・譲ってほしいものは、
無償提供に限ります。

問合せ　生活環境課（ＴＥＬ 23-7629）

リユースの広場
９７４２４９５１２ID

広
告
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お
知
ら
せ
保
健

５
３
５
８
２
５
８
６
８

ID問
合
せ
　
健
康
課

（
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

（
ＴＥＬ
23
‐
８
５
５
１
）

検
　診

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

日
時
　
３
月
６
日
㈬
午
前

場
所
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
・
費
用

♦
胃
が
ん
　
　
　  

５
０
０
円

♦
大
腸
が
ん
　
　  

３
０
０
円

♦
前
立
腺
が
ん
　  

５
０
０
円

♦
子
宮
が
ん
　
　  

５
０
０
円

♦
乳
が
ん
　
　
　  

５
０
０
円

　
　
　（
40
歳
代
　
６
０
０
円
）

♦
結
核
・
肺
が
ん
　
無
料

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
男

性
が
対
象
で
す
。

※
40
歳
代
の
乳
が
ん
検
診
は

二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
。

※
が
ん
検
診
は
年
度
に
１
回
の

受
診
で
す
。

申
込
　
申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

▲申込
フォーム

相
　談

幼
児
心
理
相
談
（
要
申
込
）

日
時
　
２
月
21
日
㈬

午
前
９
時
～
11
時

場
所
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
就
園
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
の
発
達
や
育
児
に
つ

い
て
心
配
が
あ
る
方
に
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
３
組
（
先
着
順
）

健
診
結
果
説
明
・
相
談
会
（
要
申
込
）

日
時
　
２
月
５
日
㈪

午
前
９
時
～

場
所
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
お
手
元
の
健
診
結
果
に

つ
い
て
の
説
明
や
相
談

対
象
　
健
診
受
診
者
（
特
定
健

診
、
勤
務
先
や
個
人
な

ど
で
健
康
診
査
を
受
け

た
方
）

持
ち
物
　
健
診
結
果
票
、
筆
記

用
具

お
知
ら
せ

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
（
要
申
請
）

場
所
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
一
般
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
・
顕
微
授
精
を
除

く
）
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

一
般
不
妊
治
療
を
受
け

た
夫
婦
ま
た
は
事
実
上

婚
姻
状
態
に
あ
る
男
女

で
、
治
療
開
始
時
の
妻

の
年
齢
が
43
歳
未
満

限
度
額
　
７
万
円
（
自
己
負
担

額
の
２
分
の
１
以
内
の

額
）

助
成
期
間
　
２
年

令
和
５
年
３
月
か
ら
令

和
６
年
２
月
ま
で
の
自

己
負
担
額
を
、
３
月
22

日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
の
流
れ

①
申
請
書
一
式
を
新
城
保
健
セ

ン
タ
ー
で
受
け
取
る
。

②
３
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
申
請

書
一
式
と
申
請
に
必
要
な
も
の

（
住
所
を
確
認
で
き
る
書
類
、

治
療
費
の
領
収
書
、
振
込
先

が
わ
か
る
も
の
、
健
康
保
険

証
な
ど
）
を
新
城
保
健
セ
ン

タ
ー
に
提
出
す
る
。

③
審
査
後
、
請
求
に
基
づ
き
支

払
わ
れ
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
ご
案
内

５
６
１
６
６
８
８
１
７

ID■
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
と
は
？

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮

頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
９
価
ワ

ク
チ
ン
が
公
費
で
接
種
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

９
種
類
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
防

ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
、
子
宮
頸
が
ん

の
原
因
の
80
～
90
％
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
接
種
後
の
症
状

　
接
種
部
位
の
痛
み
や
腫
れ
、

赤
み
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
接
種
に

対
す
る
不
安
や
注
射
の
痛
み
な

ど
の
ス
ト
レ
ス
を
き
っ
か
け
に
、

気
分
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
特
に
思
春
期
の
お
子
さ

ん
に
は
起
こ
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
事
前
に
説
明
を

受
け
、
納
得
し
て
か
ら
接
種
す

る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
を
和
ら

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
者

♦
定
期
接
種
　

　
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
相
当
の
女
子
が
対
象
で
す
。

　
中
学
１
年
生
以
上
の
対
象
者

に
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

小
学
６
年
生
で
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

♦
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

控
え
ら
れ
て
い
た
期
間
に
接
種

の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
方

を
対
象
に
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
対
象
は
平
成
９
年
度
生

ま
れ
か
ら
平
成
18
年
度
生
ま
れ

（
高
校
２
年
生
相
当
）
の
女
子

で
す
。
公
費
で
接
種
で
き
る
の

は
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。

※
予
診
票
は
既
に
発
送
済
み
で

す
。
紛
失
さ
れ
た
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
市
外
の

医
療
機
関
で
の
接
種
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
事
前
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▲HPVワクチンの詳細
（厚生労働省）
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災
害
発
生
時
に
は
、
日
本
赤
十
字
社

が
常
備
編
成
す
る
救
護
班
、
日
本
医
師

会
が
組
織
す
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
日
本
医
師

会
災
害
医
療
チ
ー
ム
）、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
発
足
し
た
日

本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
多
く
の
チ
ー
ム
が
協

力
し
て
、災
害
医
療
活
動
に
従
事
し
ま
す
。

■
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
？

　
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
「D

isaster 
M

edical A
ssistance Team

」
の

頭
文
字
を
取
り
、
略
し
て
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
医
師
、看
護
師
、業
務
調
整
員
（
医

師
や
看
護
師
以
外
の
医
療
職
及
び
事
務

職
員
）
の
１
チ
ー
ム
最
低
４
名
で
構
成

さ
れ
、
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
専
門

的
な
研
修
や
試
験
を
受
け
た
医
療
チ
ー

ム
で
す
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
災
害
急
性
期
（
発
災

か
ら
概
ね
48
時
間
以
内
）
に
活
動
で
き

る
機
動
性
と
自
己
完
結
性

を
備
え
て
い
ま
す
。
災
害

時
に
多
く
の
傷
病
者
が
運

ば
れ
る
被
災
地
内
の
病
院

機
能
を
維
持
・
拡
充
す
る

た
め
の
支
援
活
動
や
、
重
症
傷
病
者
を

被
災
地
外
の
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
広

域
医
療
搬
送
な
ど
専
門
性
を
活
か
し
た

医
療
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
医
療
機
関
で
の
災
害
対
応
体
制
と 

　
情
報
シ
ス
テ
ム

　
災
害
発
生
時
、
す
べ
て
の
医
療
機
関

は
、
職
員
や
患
者
さ
ん
の
生
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
災
害
モ
ー
ド
に
切
り
変

え
て
機
能
維
持
を
図
り
ま
す
。
被
災
に

よ
り
建
物
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
場
合

や
、
病
院
機
能
維
持
が
困
難
な
場
合
に

は
、
病
院
か
ら
避
難
す
る
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
。
ま
た
災
害
時
は
医
療
需
要
と

医
療
資
源
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
ま
れ

る
た
め
、
医
療
提
供
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

効
率
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
、

都
道
府
県
、
医
療
機
関
等
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｓ
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
被
災
状
況

を
把
握
し
、
都
道
府
県
災
害
対
策
本
部
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
と
連
携
を
取
り
、
応
援

の
派
遣
、
搬
送
調
整
、
搬
出
ト
リ
ア
ー

ジ
や
患
者
情
報
の
伝
達
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
イ
ー
ミ
ス
）
と
は
？

　
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
広
域
災
害
・
救
急
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
）
は
、
被
災
地
に
お
け

る
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
に
、
災
害
時
の
医
療
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
集
約
・
共
有
し
、

被
災
地
支
援
時
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
ツ
ー
ル
で
す
。
医
療
機
関
や
避

難
所
の
支
援
に
必
要
な
情
報
を
集
約
す

る
機
能
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
救
護
班
の
活
動

状
況
を
可
視
化
す
る
機
能
、
広
域
医
療

搬
送
時
の
患
者
管
理
機
能
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
医
療
機
関
に
お
い
て
は
安
否
確
認
の

意
味
が
あ
り
、
発
災
時
に
は
速
や
か
に

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
に
被
害
状
況
の
入
力
を
行
い
、

要
支
援
か
否
か
を
発
信
し
、
そ
の
後
も

定
期
的
に
情
報
更
新
し
ま
す
。

■
災
害
訓
練

　
災
害
が
起
き
れ
ば
各
被
災
地
へ
派
遣

さ
れ
被
災
地
内
で
の
活
動
を
行
い
、
当

院
が
被
災
す
れ
ば
院
内
の
災
害
対
応
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
が
起
き
な
く

て
も
定
期
的
に
訓
練
（
内
閣
府
が
主
導

シリーズ
第189話

の
政
府
総
合
防
災
訓
練
、
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
実
動
訓
練
（
写
真
）
な
ど
）
に
参
加

し
、
高
度
か
つ
専
門
的
な
訓
練
を
繰
り

返
し
、
技
能
維
持
を
図
り
、
平
時
か
ら

災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
万
が
一
の
時
の
備
え
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
は
活
動
し
て
い
ま
す
。
行
政
（
県
・

市
町
村
）
や
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な

ど
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、「
避
け
ら

れ
た
災
害
死
を
減
ら
す
」「
一
人
で
も
多

く
の
命
を
助
け
る
」
た
め
に
、
災
害
拠

点
病
院
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医
療
機
関
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

ほ
の
か
診
察
室

災
害
医
療
に
つ
い
て
②

　
〜
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
紹
介
〜
監修
市民病院
DMAT
(災害派遣
医療チーム）

７
５
１
３
７
６
２
１
６

ID

(

ほ
の
か
診
察
室)

問
合
せ
　
市
民
病
院(

代
表)

TEE22
‐
２
１
７
１

▲2023年10月中部ブロック実動訓練
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問合せ：市民自治推進課（TEL.23-7697）

自治チャンネル
新城市自治基本条例10周年

10
チャンネル

こ
で
も
「
ス
マ
ー
ト
に
つ
な
が
る
医

療
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
描
い
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
住
民
が
通
信
網
の
中

で
暮
ら
し
な
が
ら
、ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ

チ
な
ど
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
で
自

身
の
健
康
デ
ー
タ
を
管
理
で
き
、
病

院
な
ど
で
記
録
し
た
デ
ー
タ
を
参
照

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
急
な
病
気

や
怪
我
を
し
た
時
も
、
こ
れ
ま
で
の

健
康
デ
ー
タ
と
の
比
較
に
よ
り
最
適

な
医
療
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
で
す
。
こ
の
イ
ラ
ス
ト
の
実
現

に
は
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り

ま
す
が
、
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
を
産
学
官
民
連
携
で
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
回
は
７
月
号
で
紹
介
し
た
４
つ

の
テ
ー
マ
の
う
ち
、
４
つ
目
の
医
療

テ
ー
マ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
医
療
は
通
信
技
術
や
情
報
工
学
の

発
展
と
共
に
、
こ
の
先
20
年
間
で
大

き
く
変
化
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
進
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活

用
に
よ
り
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
よ
う
に
繋
が
る
こ
と
が
選

択
で
き
る
未
来
に
な
り
ま
す
。
そ
の

考
え
の
も
と
、
新
城
市
民
病
院
、
地

域
医
療
支
援
室
と
名
古
屋
大
学
が
議

論
を
重
ね
て
イ
ラ
ス
ト
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
こ
の
イ
ラ
ス
ト
は
新
城
市
の
特
色

を
散
り
ば
め
な
が
ら
、
い
つ
で
も
ど

問合せ：総合政策課（TEL.23‐76９６）

奥三河ミライバレープロジェクト
vol

8

文  
責 
名
古
屋
大
学
大
学
院

 
医
学
系
研
究
科 

 
人
間
拡
張・手
の
外
科
学 

 

教
授
　山
本 

美
知
郎

地
域
自
治
区
予
算
と
は

　
新
城
市
の
地
域
自
治
区
制
度
を

動
か
す
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
で
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
使
っ

て
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
課
題
へ

の
対
応
や
将
来
へ
の
取
り
組
み
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

市
の
予
算
の
使
い
道
を
考
え
、
市

が
実
施
す
る
予
算
で
す
。

牧
野
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
平
成
26
年
度
か
ら
４
年
間
、

新
城
地
域
協
議
会
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
時
の
新
城
地
域
協
議
会
に

て
、
高
齢
者
世
帯
が
日
常
生
活

を
送
る
上
で
苦
労
す
る
こ
と
は

多
く
、
少
し
で
も
支
援
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
議
論
を
重
ね

ま
し
た
。
結
果
、
女
性
民
生
委

員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
高
齢
者
の
日
常
生
活
支
援
を

行
う
こ
と
と
な
り
、
平
成
29
年

に
「
ピ
ン
コ
ロ
の
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
活
動
を
続
け
て
い
く
中
で
、

高
齢
者
の
日
常
生
活
支
援
と
し

て
、
資
源
回
収
や
買
物
代
行
な

ど
を
地
域
の
支
援
者
に
行
っ
て

も
ら
え
る
「
し
ん
し
ろ
お
手
伝

い
チ
ケ
ッ
ト
（
地
域
通
貨
）」
の

活
動
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
同

士
の
交
流
を
目
的
と
し
た
「
し

ん
し
ろ
ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
」
も

開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
取
組
が
、
男
性
民
生
委
員
や

社
協
さ
ん
に
も
拡
が
り
、
支
援

者
も
地
域
住
民
の
ご
協
力
に
よ

り
、
団
体
の
維
持
が
で
き
て
い

る
状
況
で
す
。
少
し
で
も
安
心

し
て
老
後
を
過
ご
せ
る
地
域
と

な
る
よ
う
に
今
後
も
「
共
助
」

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

▲E令和5年度しんしろ
まちなかサロンの様子

医療“あるべき姿”のイメージイラスト

　地域
自
治
区
予
算
の
委
託
事
業

と
し
て
高
齢
者
の
日
常
生
活
支
援

を
行
う
活
動
団
体
「
ピ
ン
コ
ロ
の

会
」
の
代
表
、
牧
野
直
美
さ
ん
か

ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

⃝  GXテーマ..............9月号掲載

⃝  健康テーマ........ 12月号掲載

⃝  教育テーマ...........1月号掲載

▲E牧
まき
野
の
直
なお
美
み
さん

（新城地区）
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デイビッドだより

問合せ:市民自治推進課（TEL.23‐7697）

ニューキャッスル・アライアンス
vol

39

デイビッド・フォークナーさん

今回はチェコの料理について紹介
します。

外
国
人
も
活
躍
で
き
る
ま
ち

　
ま
ち
の
た
め
、
地
域
の
人
と
の

お
付
き
合
い
の
た
め
に
行
政
区

に
加
入
し
て
い
る
人
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
行
政
区
の
主
な
活
動
と
し
て
、

防
災
・
防
犯
・
安
全
の
た
め
の
活

動
、
交
流
・
イ
ベ
ン
ト
活
動
、
情

報
伝
達
の
た
め
の
活
動
、
美
化
活

動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
自
分
た

ち
の
ま
ち
・
地
域
が
よ
り
住
み
や

す
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
活
動
を

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
を

担
う
人
が
ど
う
し
て
も
必
要
に

な
り
ま
す
。
特
に
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
地
域
ほ
ど
、
活
動
を

盛
り
上
げ
る
担
い
手
不
足
に
悩

ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ぜ
ひ
目
を
向
け
て
い

た
だ
き
た
い
の
が
、
地
域
で
暮
ら

し
て
い
る
外
国
人
の
皆
さ
ん
。
新

城
市
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
の

生
産
年
齢
（
15
～
64
歳
）
人
口
が

日
本
人
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
約
50
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
外

国
人
は
脅
威
の
約
90
％
で
す
（
令

和
５
年
４
月
１
日
現
在
）。

問合せ：市民自治推進課（TEL.23-7697）

多文化共生のトビラ
vol

10

　
地
域
の
外
国
人
を
一
時
的
な

ゲ
ス
ト
と
し
て
放
っ
て
お
く
の

で
は
な
く
、
同
じ
地
域
の
一
員
と

し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
く
仲
間
が
増
え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
地
域

の
運
動
会
や
防
災
訓
練
な
ど
に

近
所
の
顔
見
知
り
の
外
国
人
を

誘
っ
て
み
て
交
流
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
誘
わ
れ
た
外
国

人
も
、
自
分
が
地
域
の
一
員
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
分
か
れ

ば
嬉
し
い
は
ず
で
す
。

　
住
民
一
人
一
人
が
、
住
ん
で
い

る
地
域
を
「
自
分
の
ま
ち
」
と
し

て
捉
え
、
住
み
や
す
く
、
活
力
あ

る
ま
ち
に
し
て
い
け
る
と
い
い

で
す
ね
。

令和5年11月1日現在の外国人住民人口E1,227E人

▲フライドポテトと豚肉

▲ベイクドポテトと牛肉 ▲鯉のフライ

　今回はニューキャッスル・アライアンス会
議が開催されたチェコの料理について紹介しE
ます。
　チェコの主食はジャガイモです。パンや麺をE
食べることもありますが、肉料理や魚料理にもE
フライドポテト、マッシュポテトやジャガイモで
作った蒸しパンが付いてきます。
　また、チェコで魚料理と言えば、「鯉」。クリス
マス近くになると、マーケットやスーパーで生き
た鯉が一匹丸々売られているそうで、それを買っ
て、家族みんなで食べるそうです。
　今回の会議でも、鯉料理やジャガイモ料理が振
る舞われました。

▲E平井地区在住の技能実習生と
　E地元市民が交流しました。
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こ
れ
ま
で
も
、
９
月
に
稼
働

す
る
共
同
調
理
場
に
合
わ
せ
て
、

各
小
中
学
校
の
給
食
室
な
ど
の

改
修
・
増
築
工
事
の
状
況
に
つ

い
て
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

今
月
は
鳳
来
東
小
学
校
の
工
事

内
容
と
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
鳳
来
東
小
学
校
は
、
コ
ン
テ

ナ
で
配
送
さ
れ
る
他
の
学
校
と

異
な
り
、
食
缶
に
入
れ
ら
れ
た

給
食
を
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
（
保
冷

バ
ッ
グ
）
に
入
れ
食
器
と
一
緒

に
ラ
イ
ト
バ
ン
で
配
送
さ
れ
ま

す
。
配
送
さ
れ
た
給
食
は
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
へ
運
び
込
み
、
子
ど

も
た
ち
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
給

食
を
食
べ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

既
存
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
改
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
牛

乳
・
デ
ザ
ー
ト
用
保
冷
庫
な
ど

が
設
置
さ
れ
、
内
部
の
工
事
が

ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

外
構
工
事
（
車
路
の
舗
装
改
修

な
ど
）
を
行
う
予
定
で
す
。

　
鳳
来
東
小
学
校
の
受
入
室
の

工
事
は
、
３
月
完
了
予
定
で
す
。

しんしろ学校給食通信

問合せ:学校給食課（TEL.22‐９９０６）

vol
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312019731ID

　
天
正
３
年（
１
５
７
５
）長
篠・

設
楽
原
の
戦
い
で
、
長
篠
城
主

を
務
め
た
奥
平
信
昌
の
正
室
と

い
え
ば
徳
川
家
康
の
長
女
、
亀

姫
で
す
。
し
か
し
、
信
昌
に
は

亀
姫
と
の
結
婚
以
前
に
「
於
ふ

う
」
と
い
う
婚
約
者
が
い
た
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
於
ふ
う
は
、
奥
平
氏
が
武
田

氏
へ
の
従
属
を
約
束
す
る
証
と

し
て
甲
斐
国
に
送
ら
れ
た
人
質

で
し
た
。

　
武
田
信
玄
の
死
後
、
信
昌
は

武
田
氏
を
離
反
し
て
徳
川
氏
に

帰
参
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、

こ
れ
に
激
怒
し
た
武
田
氏
は
於

ふ
う
を
磔た

っ
け
い刑
に
処
し
、
天
正
元

年（
１
５
７
３
）16
歳
の
若
さ
で

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
於
ふ
う
と
信
昌
の
過
ご
し
た

奥
三
河
の
地
は
、
今
川
氏
の
三

河
侵
入
以
降
、
三
河
の
松
平
氏

（
徳
川
）、
尾
張
の
織
田
氏
、
甲

斐
の
武
田
氏
ら
有
力
大
名
た
ち

の
勢
力
争
い
の
狭
間
に
あ
り
ま

し
た
。
元
々
奥
三
河
の
国
衆
で

あ
っ
た
奥
平
氏
は
大
名
た
ち
の

よ
う
な
政
治
的
権
力
は
持
た
ず
、

大
名
に
軍
事
的
な
協
力
を
す
る

於お

ふ
う
の
墓

こ
と
で
土
地
の
領
有
と
自
家
の

存
続
を
保
障
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
常
に
社
会
情
勢

の
動
向
を
伺
い
、
力
の
あ
る
大

名
と
の
主
従
関
係
を
築
く
こ
と

は
一
族
が
生
き
抜
く
た
め
に
は

必
要
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
天
正
３
年
の
長
篠

城
で
の
籠
城
戦
で
武
田
軍
の
猛

攻
か
ら
お
城
を
守
り
抜
い
た
信

昌
は
、
徳
川
家
康
の
長
女
で
あ

る
亀
姫
を
妻
と
し
て
迎
え
入
れ

ま
す
。

　
２
人
の
間
に
は
４
男
１
女
の

子
宝
に
恵
ま
れ
、
信
昌
は
亀
姫

と
結
婚
後
も
側
室
を
持
つ
こ
と

は
な
く
、
良
好
な
夫
婦
関
係
を

築
き
ま
し
た
。

　
戦
乱
の
世
の
政
治
に
翻
弄
さ

れ
、
於
ふ
う
を
失
っ
て
い
た
信

昌
は
、
家
族
を
大
切
に
し
、
平

穏
に
暮
ら
せ
る
日
を
強
く
望
ん

で
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

問合せ：長篠城址史跡保存館（TEL.32-０１６２）

わがまちの文化財・施設紹介
vol

212
再発見！

▲於ふうの墓

▶
鳳
来
東
小
学
校
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一人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る

明
る
い
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

第9話

問
合
せ
　
福
祉
課
︵
TEE23
︲
７
６
２
４
︶

ぬ
く
も
り

新
城
市
更
生
保
護
だ
よ
り

　
今
年
度
は
新
城

文
化
会
館
で
東
三

河
地
区
更
生
保
護

女
性
会
の
ブ
ロ
ッ

ク
別
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
児

童
養
護
施
設
八
楽
児
童
寮
の
太
田
哲
平 

副
寮
長
か
ら
児
童
寮
の
成
り
立
ち
か
ら

日
々
の
暮
ら
し
、
子
ど
も
食
堂
の
様
子
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
会
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

理
事
全
員
が
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク
の 

Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
で
舞
台
に
あ
が
り
「
健
康
体

操
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
客
席
の
会
員
や

来
賓
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
身
体
も
心
も
ほ
ぐ
れ
て
、
和
や
か

な
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
東
三
河
地

区
の
仲
間
が
人
数

制
限
な
し
で
研
修

会
に
集
ま
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。

　お
に
ぎ
り
支
援

　
　 

更
生
保
護
施
設
「
智
光
寮
」
へ

　　
新
城
地
区
は
11
月
に
担
当
し
た
９
名

の
会
員
が
各
家
庭
の
炊
飯
器
で
ご
飯
を

炊
き
、
そ
れ
を
公
民
館
へ
運
ん
で
お
に

ぎ
り
を
作
り
ま
し
た
。

今
年
は
五
升
四
合
の
お

米
で
１
５
８
個
お
届
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
に
ぎ
り
と
共
に

思
い
が
伝
わ
る
こ
と
を

願
っ
て
。

　千
郷
・
八
名
地
区
合
同
で
10
月
27
日

に
、
一
鍬
田
の
江
泉
院
の
台
所
を
お
借

り
し
て
お
に
ぎ
り
作
り
を
し
ま
し
た
。

３
年
目
に
な
る
の
で
、
会
員
も
役
割
分

担
し
て
手
際
よ
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
４
０
０
個
以
上

の
お
に
ぎ
り
を
箱
に
詰

め
、
役
員
が
智
光
寮
へ

届
け
、
皆
さ
ん
に
と
て

も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

東三更生保護女性会
ブロック研修会

日時／令和 5 年 10 月 24 日（火）
場所／新城文化会館　小ホール
講演／児童養護施設の概要と
　　　子ども食堂
講師／八楽児童寮
　　　副寮長　太田哲平氏

令
和
５
年
度
　
表
　
彰

藍
綬
褒
章

　
　
　
戸
鹿
島
な
ほ
子

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

家
族
功
労
者
　

　
　
　
坂
田
澄
子

中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
表
彰
　

　
　
　
神
谷
良
行

中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
　

　
　
　
石
野
泰
志
、
稲
垣
孝
治
　

　
　
　
小
野
田
直
美

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
表
彰
　

　
　
　
森
田
隆
弘

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
　

　
　
　
酒
井
京
子

愛
知
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　
　
　
中
尾
絹
枝
、
天
野
京

新
城
市
功
労
者
表
彰
　

　
　
　
浅
賀
定
雄
、
白
井
秀
和

新
城
市
感
謝
状
　

　
　
　
鈴
木
達
雄
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2月の休館日
開館時間

１９日(月)～２９日(木) 
9:00～20:00

新城図書館だより

問合せ：新城図書館（TEL.23‐2333  FAX.24‐3415）※ 背ラベル は、本を分類して書棚に並べるために決めた、本の住所ラベルのことです。

今月のチュウモク本！

～特別館内整理と休館について～ ～特別貸出のお知らせ～ 生涯学習イベント情報

一般書 「この会社、後継者不在につき」 一般書

児童書 児童書

絵  本 絵  本

背ラベル  21マ23
歴史群像編集部／編

背ラベル   91ヨ23
村上 しいこ／作

背ラベル  た23

「ぼくはなんのほん？」

背ラベル  913.6カ23
桂　望実／著

すずき

背ラベル  ほ23

マナビノトビラ

市ホームページ

鈴木 のりたけ／作 カロリーナ・ラベイ／著

後継者選びに悩む中小企業
の二代目社長に、型破りの中
小企業診断士が提案したの
は、前代未聞の決定策だった！

かつら のぞ み

 １月開始の新ＮＩＳＡやイデコで、
買わない方がいい商品や避ける
べき運用方法を紹介。効果的に
資産を増やしたい方は是非。

背ラベル  338.8タ23
田村 正之／著
たむら まさゆき

むらかみ れきし ぐんぞう へんしゅうぶ

小学校の用具室の仲間たち
が、こどもまつりに出かけます。
そこで、変なしゃべり方でおこっ
ているおじさんと出会い…。

突然やってくる大ピンチを描い
て、あるある…と大爆笑の前作。
今回採用されたピンチの理由を
探るグラフがまた愉快です。

歴史上の事件や建物などを、
３種のイラスト（透視・パノラ
マ・再現）で見てみよう ！
（長篠・設楽原の戦いもあります）

夜の図書館に寂しそうな本が一
人。“誰も読んでくれない。自分が
何の本なのかもわからない”と。
それを聞いて仲間の本たちは…。

「まる見え ！ 日本史超図鑑」「用具室の日曜日 へたな手品師はすぐおこる」

「大ピンチずかん ２」

新城図書館
ホームページ

特別館内整理に伴い、
２月４日（日）から１８日（日）まで
特別貸出を行います。
期間中は、一人
１５冊まで4週間
借りることができます

２月１９日（月）から２９日（木）まで、特別館内整理
（蔵書の点検・整理など）のため休館します。本
の返却は、新城図書館または各総合支所にある
ブックポストへお願いします。相互貸借
本や付録のＡＶ資料などは、開館後に
カウンターへ直接お返しください。
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作り方
① 茶碗１杯分のごはんと、しょうゆ少々

を加えた水200mlを合わせて、ごはん
をほぐす。

② ①に小麦粉と２cm位の長さに斜め切り
した細ねぎを加えて混ぜ合わせる。

③ フライパンにごま油を引いて熱してか
ら、スプーンで②のごはんをすくって
落とし、両面をカリッと焼く。

④ ③を皿に盛って、しょうゆ少々を回し
かける。

※ 好みで桜海老などを加えても美味しく
いただけます。

レシピ：農村輝きネット・しんしろ

市民の皆さんからの情報をお待ちしています。イベント紹介や募集、地区の出来事など皆さんからの耳よりな話をお寄せください。

材料（４人分）
　  残ったごはん ･･･････････茶碗１杯分
  （約150ｇ）
　  小麦粉 ･･････････････････････ 130ｇ
　  細ねぎ ････････････････････････１本
　  水 ･････････････････････････ 200ｍｌ
　   しょうゆ ･･･････････････････････少々
 ごま油 ･･･････････････････････ 適量

残ったごはんで

おやき風おやつ

豆 知 識

今月の

レシピ

しみんのトビラ

米の品種ではコシヒカリなどが有名ですが、新城
市では主にミネアサヒ、あいちのかおりなどの品
種が栽培されています。ミネアサヒは、(一財)日本
穀物検定協会が実施する米の食味ランキングで最
高ランクの特Ａを獲得したお米です。

問合せ　23-7632 農業課

問合せ 23-7623（秘書人事課）

普段は廃棄してしまう部分などを活用した環境にやさしいエコレシピです。

まちの話題あらかると

サッカー女性審判員の山下さんが講演
11月19日㈰

　人権・男女共同参画講演会で、2022年 FIFAワールドカップで史上
初めて女性審判員に選ばれた山

やました
下良

よ し み
美さんが講演をしました。参加者約

250人の前でジェンダーギャップなどを女性審判員の目線で語りました。

東郷東小学校で自転車安全教室
11月21日㈫

　地域おこし協力隊員で、ロードレースの大会
に出場している現役選手の小山貴大さんをはじ
め、国内トップ選手が講師となり自転車安全教
室を開催しました。講義の後、児童たちは自転
車トレーニングマシーンなどを体験しました。
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防災キャンプ in 鳳来中部を開催しました

　鳳来中学校体育館で地震災害を想定した１泊２日の避難
所運営訓練に約60人が参加ました。避難所に訪れる様々
な課題に対し、参加者同士で協力し、避難所の運営を行い
ました。
　訓練を通し、非常食などの物資の備えだけではなく、 
気持ちの面での「そなえ」の大切さに気付きました。

豊橋創造大学・豊橋創造大学短期
大学部と子育て支援に係る連携協
定を締結しました

12月4日㈪
　教育・保育及び子育て支援分野において人的・知的資源
の交流と物的資源の活用を図ることで地域社会の発展と人
材育成に寄与することを目指します。

ムエタイ世界選手権の優勝報告
12月7日㈭

　千郷中学校3年の片
かたやま

山魁
かい

さんがカンボジアであった格闘
技ムエタイの世界選手権45キロ以下級で優勝し、市長に
報告しました。2022年に国内大会で優勝し出場権を得た
片山さんは、シュートボクシングや空手などの大会で11
回優勝しています。

オレンジページジュニア料理選手権で準グランプリ
12月7日㈭

　鳳来中学校2年生の鈴
す ず き

木芽
め い

依さんがオレンジページジュ
ニア料理選手権(オリジナルの部)で準グランプリとなり、
市長に報告しました。
　複数の部で構成されるこの
選手権は、「食の甲子園」と
もいわれ、全ての部を合わせ
約1万4000作品がエントリー
されていました。

まちの話題あらかると

11月25日㈯, 26日㈰
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編集後記
　2004年から始まった新城ラリーは2023年大会で閉幕しました。この間、多
くの方々の想いや創意工夫の積み重ねが、日本国内トップクラスの規模を誇
る大会に成長していったのだと、編集をしていく中で改めて感じました。

相談名 相談内容（例） と　き ところ 申し込み・問い合わせ

家庭児童相談 家庭内、児童に関する
相談など

毎週月～金曜日　
9:00～17:00 市役所1階 児童養育支援室

（℡22-9918）

教 育 相 談 いじめ、不登校など
小・中学校に関する悩み

毎週月～金曜日　
9:00～17:00（要予約） 市役所4階 学校教育課

（℡23-7607）
臨床心理士による 
こころの健康相談

こころの健康、病気に関する
相談（家族相談も可）

2/6（火）9:00～11:15
（要予約） 新城保健センター 新城保健センター

（℡23-8551）

一般健康相談 健康に関する相談、
健診結果の説明など

2/5（月）9:00～11:00
（要予約） 新城保健センター 新城保健センター

（℡23-8551）

すこやか（育児）相談 就園前の乳幼児の
身体計測、育児相談など

2/20（火）9:30～11:00
（母子健康手帳持参） 新城保健センター 新城保健センター

（℡２３-８５５１）

民生委員による 
心 配 ご と 相 談

日常生活の悩みごと、
困りごと

2/1（木）13:00～16:00 しんしろ福祉会館
相談室

社会福祉協議会
（℡24-9811）

2/21（水）13:00～16:00 市民センターほうらい
相談室

問い合わせ（電話相談不可）
（℡24-9811）

2/13（火）13:00～16:00 虹の郷 虹の郷
（℡38-1481）

カウンセラーによる 
女性悩みごと相談 女性の悩みごと全般 2/9（金）、16日（金）

10:30～14:30
市役所3階
相談室

フリーダイヤル（電話相談可）
（℡0120-874-412）

女性弁護士による 
法 律 相 談

女性が直面する相続、離婚、
金銭など身のまわりの相談

2/13（火）（要予約）
13:30～14:15、14:15～
15:00、15:00～15:45、
15:45～16:30
1/29日㈪8:30～（受付開始）

市役所３階
相談室

市民自治推進課
（℡23-7697）

介護なんでも相談 介護に関する不安や悩み 2/19（月）9:00～11:30
（要予約）

新城市地域
包括支援センター

（しんしろ福祉会館内）
新城市地域包括支援センター
（℡23-6810）

人権行政相談
・パワハラ、セクハラ
・日常生活の問題
・行政手続きやクレーム
　　　　　　　　など

2/13（火）13:00～16:00 勤労青少年ホーム
研修室Ｂ 市民課

（℡23-7628）
2/21（水）13:00～16:00 市民センターほうらい

相談室

事業承継個別相談 事業引継ぎ相談、
事業承継計画作成支援

2/28（水）10:00～、11:30～
（要予約）

勤労青少年ホーム 
講習室

産業政策課
（℡23-7634）

消費生活相談 架空請求詐欺、クーリング
オフ、訪問販売など

毎週月～金曜日　
9:00～16:30 市役所2階 消費生活新城センター

（℡23-6260）

勤労者生活相談 職場の雇用、賃金など 2/21（水）10:00～16:00
※12:00～13:00は休憩 勤労青少年ホーム 産業政策課

（℡23-7634）

年 金 相 談
未支給年金の請求、
老齢年金の請求など
年金について全般

2/20（火）10:00～12:00
※年金の代理請求は委任状必要

勤労青少年ホーム
研修室Ｂ

保険医療課（℡23-7625）
豊川年金事務所（℡0533-89-4042）
自動音声（要予約）

司法書士による 
登 記 法 律 相 談

不動産登記、空き家に
関する困りごと

2/8（木）10:00～15:00
※5日（月）正午までに要予約 勤労青少年ホーム 市民課

（℡23-7628）

弁護士による 
法 律 相 談

金銭、土地・建物、
夫婦問題・相続など

2/14（水）、28（水）
13:00～16:00（要予約）
※1日（木）8:30～受付開始

しんしろ福祉会館
相談室

社会福祉協議会
（℡24-9811）

2月の相談
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医 療 情 報 	 Medical	Information

夜	間	診	療	所 休	日	診	療	所
診療日 	 毎日

診療科目 	 内科、小児科

診療受付時間 	 午後７時30分～10時30分

診療時間 	 午後８時～11時

診療場所 	 夜間診療所		新城市字北畑54番地1
	 （市民病院東側隣接地）

診療日 	 日曜日、国民の祝日、振替休日、
	 ８月15日、12月30日～1月3日

医科 	 午前９時30分～午後４時30分
	 ※診療受付時間	 午前9時30分～11時30分、
	 	 午後1時～4時

歯科 	 午前9時～正午
	 ※診療受付時間　午前9時～11時30分

診療場所 	 休日診療所　新城市矢部字上ノ川1番地８
	 電話で症状を連絡の上、ご来院ください。
	 TEL23‒3665
	 ※マスクの着用をお願いします。
	 ※診療は医科・歯科ともに外来のみです。

電話で症状を連絡の上、
ご来院ください。
TEL24‒1161
※マスクの着用をお願いします。
※医師の都合により、診療時間の変更
　または休診することがあります。

駐車場は、市民病院
駐車場をご利用ください。

2月 緊	急	医	 診療受付時間 	 【土曜日】午後5時～8時30分【専門科】午後7時～10時30分
	 ※ただし、日曜日は午前9時30分～午後4時30分

診療日 	    電話で症状を連絡の上、ご来院ください。※医師の都合により、変更することがあります。

1 木 さくら眼科（上平井） 22-4100 10土 茶臼山厚生病院（富沢） 22-2266

6 火 皮フ科新栄クリニック（平井） 24-6022 24土 星野病院（大野） 32-1515

7 水 春日眼科（杉山） 24-3222

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

TEL TEL

TEL TEL

TEL

県救急医療情報システム くすり安心電話
⃝県救急医療情報センター
	 365日24時間、診療可能な最寄りの医療機関を案内しています。
	 TEL22-1133　 hp https://www.qq.pref.aichi.jp/
⃝県小児救急電話相談
	 毎日午後７時から翌朝８時まで小児の救急電話相談を行っています。
	 TEL＃8000〔短縮電話番号〕	 TEL052-962-9900

　くすり・医療用品などに関する緊
急の相談・質問などに応じます。
⃝新城市薬剤師会
	 TEL090-4793-1200
⃝開設時間
	 午後７時～11時

	 広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい植物油インキを使用しています。
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